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秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

三

は
じ
め
に

　

秦
は
天
下
統
一
の
過
程
で
六
國
を
滅
ぼ
し
た
。
で
は
秦
は
、
征
服
直
後
の
舊
六

國
民
を
い
か
に
支
配
し
た
の
か
。
舊
來
の
秦
民
と
同
樣
に
扱
っ
た
の
か
。
さ
も
な

く
ば
、
具
體
的
に
い
か
な
る
法
律
を
も
っ
て
舊
六
國
民
を
扱
っ
た
の
か
。
秦
は
從

來
、
實
定
法
を
優
先
す
る
法
家
の
思
想
を
ふ
ま
え
て
嚴
格
な
法
治
を
試
み（

１
）、

そ
れ

が
か
え
っ
て
民
衆
の
反
發
を
招
い
た
と
い
わ
れ
て
き
た
が（

２
）、

秦
は
舊
六
國
民
に
對

し
て
も
一
律
に
嚴
し
い
法
治
を
試
み
た
の
か
。

　

こ
れ
ら
の
點
に
關
し
て
、
舊
六
國
民
（
と
く
に
舊
楚
民
）
に
對
す
る
統
治
方
法

に
じ
つ
は
時
代
差
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
の
が
工
藤
元
男
氏
で
あ
る
。
工
藤
氏
は
、

睡
虎
地
秦
墓
か
ら
律
令
と
「
日
書
」（
占
い
の
文
書
）
と
が
同
時
に
出
土
し
た
點
に

㊟
目
し
た
。
そ
し
て
當
該
墓
主
が
地
方
官
吏
で
あ
る
點
や
、
傳
世
文
獻
に
お
い
て

舊
楚
地
が
巫
風
濃
厚
と
さ
れ
て
い
た
點
を
ふ
ま
え
、
戰
國
後
朞
の
秦
の
地
方
官
吏

は
「
日
書
」
を
つ
う
じ
て
楚
地
の
巫
風
を
觀
察
し
つ
つ
、
舊
楚
民
の
法
治
を
試
み

た
と
す
る
。
ま
た
睡
虎
地
秦

に
楚
文
化
の
痕
跡
が
見
出
さ
れ
る
と
し
、
こ
れ
も

秦
が
楚
文
化
に
柔
軟
に
對
應
し
た
證
據
だ
と
み
る
。
だ
が
一
方
で
、
秦
は
昭
王
四

九
年
（
歬
二
五
八
年
）
か
ら
法
治
主
義
的
傾
向
を
强
め
た
と
も
指
摘
し
、
秦
王
政

二
〇
年
（
歬
二
二
七
年
）
の
紀
年
を
含
む
睡
虎
地
秦

「
語
書
」
に
お
い
て
在
地

社
會
の
「
鄕
俗
」
が
「
惡
俗
」
だ
と
指
彈
さ
れ
て
い
る
點
を
擧
げ
、
一
元
的
法
支

配
は
秦
王
政
二
〇
年
頃
に
さ
ら
に
强
ま
っ
た
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る（

３
）。

　

以
上
の
工
藤
說
は
、
秦
の
支
配
地
に
對
す
る
「
法
と
習
俗
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

の
解
朙
を
圖
っ
た
畫
朞
的
硏
究
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
も
工
藤
氏
は
、
秦
が
「
內

史
」
の
官
制
再
編
を
通
じ
て
「
故
秦
」（
咸
陽
を
中
心
と
す
る
秦
固
㊒
の
支
配
領
域
）

の
支
配
を
强
化
し
、「
都
官
」
の
設
置
を
通
じ
て
宗
室
貴
戚
の
舊
邑
を
取
り
込
み
、

舊
六
國
民
を
「
新
た
な
秦
人
」
と
し
て
編
入
す
る
法
律
を
整
備
し
た
と
の
べ
、
秦

に
よ
る
中
央
集
權
化
の
過
程
を
跡
づ
け
よ
う
と
し
た
。

　

工
藤
氏
が
行
論
上
と
り
あ
げ
た
「
內
史
」「
都
官
」「
屬
邦
律
」「
日
書
」
等
は
、

そ
の
後
、
學
界
に
お
い
て
秦
漢
史
硏
究
に
缺
か
せ
ぬ
要
素
で
あ
る
と
廣
く
認
識
さ

れ
る
に
至
り
、
史
料
の
增
加
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
議
論
の
的
と
な
っ
た
。
ま

た
「
日
書
」
に
類
す
る
史
料
は
、
い
ま
や
戰
國
時
代
の
秦

の
み
な
ら
ず
、
戰
國

楚
・
統
一
秦
・
歬
漢
時
代
の

牘
に
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
占
辭
內
容
が
秦
や
楚
の
時
代
性
・
地
域
性
を
ど
れ
ほ
ど
反
映
し
て
い
る
か
、

「
日
書
」
の
起
源
は
ど
こ
か
（
そ
し
て
卜
筮
祭
禱

と
の
關
係
）
も
、
耳
目
を
集
め
る

問
題
と
な
っ
て
い
る（

４
）。

こ
う
し
て
國
內
外
の
秦
律
令
硏
究
や
「
日
書
」
硏
究
が
專

秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

　
　

�

柿
沼
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

四

土
法
制
㊮
料
に
も
關
わ
る
形
で
、
す
で
に
論
爭
が
あ
る
。
し
か
も
傳
世
文
獻
に
は
、

春
秋
時
代
以
歬
に
刑
鼎
（
成
文
法
を
鑄
込
ん
だ
鼎
）
が
鑄
造
さ
れ
た
と
あ
り
、
つ
ぎ

に
戰
國
時
代
に
魏
・
李
悝
「
六
律
」
が
編
纂
さ
れ
、
秦
・
商
鞅
が
そ
れ
を
ふ
ま
え

て
變
法
し
、
漢
初
に
改
め
て
蕭
何
「
九
章
律
」
が
編
纂
さ
れ
た
と
あ
り
、
こ
れ
ら

が
爭
點
を
一
層
複
雜
な
も
の
と
し
て
い
る
。
本
節
で
は
ま
ず
そ
の
學
說
史
を
整
理

す
る
。

　

か
つ
て
淺
井
虎
夫
氏
は
、
李
悝
「
六
律
」
を
中
國
法
典
編
纂
史
の
起
點
に
据
え
、

そ
れ
は
「
刑
典
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
犯
罪
・
刑
罰
に
關
わ
る
內
容
で
あ
っ
た
と

推
測
し
た（

９
）。

ま
た
中
田
薰
氏
は
、
蕭
何
以
歬
に
刑
書
（
恆
久
的
に
公
示
さ
れ
る
刑
法

典
を
鑄
込
ん
だ
鼎
）
と
令
（
の
ち
の
詔
。
懸
札
形
式
で
隨
時
吿
知
さ
れ
た
單
行
令
で
、
科

刑
處
罰
を
主
と
す
る
禁
止
的
刑
罰
法
規
）
が
竝
存
し
て
い
た
と
論
じ
た（

（1
（

。
兩
氏
の
見

解
に
は
相
異
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
刑
法
典
の
存
在
が
戰
國
時
代
に
遡
る
と
推
測

し
て
い
る
點
で
は
共
通
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
睡
虎
地
秦

が
出
土
す
る
と
、
そ
こ
に
具
體
的

な
秦
律
の
條
文
が
み
え
、
そ
こ
に
刑
法
の
み
な
ら
ず
、
行
政
法
規
も
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
秦
律
硏
究
は
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
た
。
ま
ず
季
勛
氏
は
睡
虎
地

秦
律
と
商
鞅
六
律
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た（

（1
（

。
日
本
で
も
古
賀
登
氏
な
ど
が
、
李

悝
か
ら
商
鞅
、
そ
し
て
睡
虎
地
秦
律
へ
と
い
う
流
れ
を
想
定
し
た（

（1
（

。
さ
ら
に
大
庭

脩
氏
は
、
睡
虎
地
秦

に
商
鞅
六
律
の
痕
跡
が
見
出
さ
れ
、
か
つ
商
鞅
六
律
以

外
の
律
も
含
ま
れ
て
い
る
と
し
、
後
者
は
商
鞅
以
降
の
追
加
法
で
あ
っ
た
と
し

た（
（1
（

。
一
方
、
池
田
雄
一
氏
は
秦
律
が
本
來
王
室
直
鎋
地
を
中
心
と
す
る
管
理
規
定

で
、
そ
の
運
用
は
縣
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
し
た
。
だ
が
縣
が
王
室
直
鎋
地
を
管

鎋
す
る
部
局
か
ら
全
國
の
行
政
單
位
へ
發
展
し
た
の
に
伴
い
、
秦
律
は
「
王
室
の

家
法
」
か
ら
「
國
家
法
」
へ
發
展
し
、「
秦
律
十
八
種
」
は
そ
の
過
渡
朞
の
產
物

で
あ
っ
た
と
し
た（

（1
（

。
ま
た
池
田
氏
は
、
戰
國
以
歬
に
刑
法
典
が
成
立
し
た
と
し（

（1
（

、

門
化
し
、
新
史
料
も
續
々
と
公
開
さ
れ
る
な
か
、
秦
の
舊
六
國
民
支
配
に
關
し
て

も
深
掘
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
こ
で
㊟
目
す
べ
き
が
、
嶽
麓
書
院
藏
秦

（
以
下
、
嶽
麓

）
で
あ
る
。
嶽

麓

は
、
湖
南
大
學
嶽
麓
書
院
が
二
〇
〇
七
年
一
二
⺼
に
香
港
の
骨
董
市
場
で
購

入
し
た

牘
と
、
二
〇
〇
八
年
八
⺼
に
所
藏
家
が
嶽
麓
書
院
に
寄
贈
し
た

牘
の

總
稱
で
あ
る
。
嶽
麓

は
み
な
同
一
の
秦
墓
か
ら
出
土
し
た
と
も
、
發
掘
狀
況
が

朙
白
で
な
く
疑
問
が
殘
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る（

５
）。

た
し
か
に
骨
董
市
場
で
購
入
さ

れ
た

牘
群
に
は
絕
え
ず
眞
僞
問
題
が
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
鑑
定

と
利
用
に
は
愼
重
さ
が
求
め
ら
れ
る（

６
）。

た
だ
し
嶽
麓

に
關
し
て
は
、
陳
松
長
氏

の

報
發
表
以
降（

７
）、

牘
圖
版
と
い
く
つ
か
の
譯
㊟
も
刊
行
さ
れ（

８
）、

そ
の
史
料
的

性
格
は
い
ま
や
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
嶽
麓

は
統
一
秦
歬
後
の
史
料
で
、
複
數
の
篇
よ
り
な
る
。
と
く
に
圖
版
本
の
肆
卷
・
伍

卷
・
陸
卷
・
柒
卷
に
は
秦
律
と
秦
令
の
斷
片
が
收
錄
さ
れ
、「
秦
律
令
」
と
總
稱

さ
れ
て
い
る
、
と
。
つ
ま
り
そ
れ
ら
は
、
戰
國
末
朞
に
關
す
る
絕
好
の
史
料
な
の

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
當
該
史
料
を
活
用
し
、
秦
の
舊
六
國
民
に
對
す
る
法
的
支

配
の
實
態
に
つ
い
て
檢
討
し
、
改
め
て
秦
が
舊
六
國
民
に
對
し
て
機
械
的
か
つ
一

律
に
法
を
㊜
用
し
て
い
た
の
か
否
か
を
闡
朙
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
地
方
官
吏
の

な
か
に
は
、
既
存
の
實
定
法
に
獨
自
の
法
解
釋
を
加
え
る
者
や
、
恣
意
的
に
法
を

ね
じ
曲
げ
る
者
も
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
む
し
ろ
、
律
令
の
制
定
過
程

を
檢
證
し
つ
つ
、
律
令
の
條
文
自
體
に
地
域
性
が
あ
っ
た
か
否
か
（
と
く
に
舊
六

國
民
に
對
す
る
柔
軟
性
の
㊒
無
）
に
焦
點
を
絞
り
た
い
。

第
一
節
　
秦
律
・
秦
令
を
め
ぐ
る
論
爭

　

秦
律
令
の
制
定
過
程
に
關
し
て
は
、
睡
虎
地
秦

「
秦
律
十
八
種
」
以
降
の
出



秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

五

は
そ
の
議
論
を
さ
ら
に
發
展
さ
せ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、『
史
記
』
卷
六
秦
始
皇
本
紀
に
は
秦
の
天
下
倂
合
時
に
「
命
爲
制
、

令
爲
詔
」
と
あ
り
、
里
耶
秦

（8-461

）
に
も
「
以
王
令
曰
以
皇
帝
詔
」「
承
令

曰
承
制
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
戰
國
秦
の
「
令
」
は
統
一
秦
の
「
詔
」
に
あ
た
る
。

漢
は
秦
制
を
そ
の
ま
ま
繼
承
し
た
の
で
、
漢
の
「
令
」
も
統
一
秦
の
「
詔
」
に

あ
た
る
。
漢
令
は
、
①
干
支
令
（
甲
・
乙
・
丙
の
干
支
を
㊒
す
る
令
。
た
と
え
ば
令
甲
、

令
乙
）、
②
挈
令
（
官
署
や
郡
縣
名
を
冠
す
る
令
。
た
と
え
ば
廷
尉
挈
令
）、
③
事
項
別

令
（
の
ち
の
唐
令
の
編
目
に
類
し
た
事
項
別
の
名
稱
を
も
つ
令
。
た
と
え
ば
田
令
）
に
分

類
で
き
、
③
は
さ
ら
に
二
つ
（
多
く
の
條
文
を
內
に
ふ
く
む

稱
と
、
ひ
と
つ
の
令
文

の
略
稱
）
に
分
類
で
き
る
。
①
②
③
は
み
な
發
布
順
に
編
號
を
付
し
て
整
理
さ
れ

た
「
單
な
る
詔
の
蓄
積
」
で
、
令
典
は
存
在
し
な
い（

（2
（

。
戰
國
秦
漢
時
代
の
「
律
」

も
單
行
法
令
で
、「
令
の
中
の
規
範
的
效
力
を
㊒
す
る
部
分
」
を
さ
し
、
律
は
詔

令
中
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
效
力
を
も
つ（

（2
（

。

　

以
上
が
廣
瀨
說
の
骨
子
で
あ
る
。
冨
谷
至
氏
も
、
秦
に
お
け
る
律
典
・
令
典
の

存
在
に
疑
義
を
呈
し
、
魏
新
律
や
晉
泰
始
律
令
以
歬
の
「
律
」
と
「
令
」
と
は

對
立
的
存
在
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
令
」
は
「
詔
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
令
＝

詔
」
に
は
刑
罰
規
定
・
非
刑
罰
規
定
・
追
加
法
規
が
含
ま
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て

「
令
」
か
ら
規
定
を
拔
粹
し
て
恆
常
的
・
普
遍
的
な
成
文
法
と
し
た
も
の
が
「
律
」

だ
と
す
る（

（2
（

。
そ
の
う
え
で
「
一
時
的
、
一
過
性
を
も
つ
令
と
は
異
な
り
、
律
の
內

容
は
恆
常
性
を
も
つ
」
と
の
べ
、「
秦
お
よ
び
漢
初
に
あ
っ
て
は
、
律
は
い
ま
だ

法
典
と
い
え
る
法
形
式
を
㊒
し
て
い
な
か
っ
た
…
…
。
個
別
篇
名
の
も
と
に
關
連

條
文
が
順
番
に
整
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
各
篇
が
さ
ら
に
固
定

し
た
順
番
を
備
え
た
法
令
集
、
つ
ま
り
法
典
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
か
は
、
極

め
て
疑
わ
し
い
」
と
す
る（

（2
（

。

　

そ
の
後
、
秦
令
が
保
管
段
階
で
ど
れ
ほ
ど
の
編
纂
を
經
た
か
に
は
さ
ら
な
る
異

「
秦
律
十
八
種
」
を
刑
法
典
の
補
完
物
と
捉
え
た
。
以
上
の
諸
硏
究
は
み
な
傳
世

文
獻
と
出
土
文
字
㊮
料
と
の
整
合
性
を
追
求
す
る
試
み
で
、
戰
國
時
代
に
「
律
典

＝
刑
典
」
が
存
在
し
、「
秦
律
十
八
種
」（
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
）
を
そ
の
繼
承
物

と
捉
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
「
律
令
に
地
域
差
が
あ
り
う
る
か
」「
律

と
令
の
違
い
は
何
か
」
は
ま
だ
爭
點
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
對
し
て
堀
敏
一
氏
は
、「
秦
律
十
八
種
」
が
「
令
」
と
よ
ば
れ
る
單
行

法
令
を
基
礎
と
し
、「
令
」
が
收
集
・
分
類
さ
れ
て
「
律
」（「
六
律
」
と
そ
の
他
の

追
加
法
を
含
む
）
に
な
り
、
か
く
し
て
田
律
・
倉
律
等
の
名
稱
が
生
ま
れ
た
と
す
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
商
鞅
「
六
律
」
に
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
す
る（

（1
（

。

ま
た
滋
賀
秀
三
氏
は
、
魏
晉
以
歬
に
は
そ
も
そ
も
刑
法
典
と
非
刑
法
典
と
の
區
別

が
朙
瞭
で
な
く
、「
律
＝
刑
法
典
」・「
令
＝
非
刑
法
典
」
と
の
認
識
も
な
く
、「
一

時
朞
に
一
つ
作
ら
れ
、
廢
止
は
あ
り
え
て
も
、
部
分
修
正
は
さ
れ
な
い
法
典
」
と

し
て
の
律
典
・
令
典
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
戰
國
秦
・
統
一
秦
に

は
單
行
法
令
の
「
律
」「
令
」（
兩
者
の
違
い
は
不
朙
）
が
あ
り
、「
秦
律
十
八
種
」

を
そ
の
例
と
捉
え
る（

（1
（

。
以
上
の
堀
・
滋
賀
說
は
、「
秦
令
＝
單
行
法
令
」
と
す
る

中
田
說
を
ふ
ま
え
、
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
秦
律
の
主
眼
を
刑
法
典
だ
と
安
易

に
斷
定
す
る
こ
と
な
く
、
秦
令
と
秦
律
の
關
係
に
新
た
な
光
を
當
て
た
も
の
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
兩
氏
は
戰
國
秦
の
「
六
律
」
の
存
在
を
疑
わ
ず
、
戰
國
時
代
に
は

法
典
（
六
律
）
と
單
行
法
令
が
竝
存
し
て
い
た
と
み
て
お
り
、
こ
の
點
が
の
ち
に

廣
瀨
薰
雄
氏
か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
發
布
後
の
秦
令
に
ど
こ
ま
で
編
集
の
手
が
加
え
ら
れ
た
か
を
め
ぐ
っ

て
は
、
硏
究
者
閒
に
見
解
の
相
異
が
生
じ
た
。
た
と
え
ば
宮
宅

氏
は
秦
代
に
つ

い
て
、
皇
帝
の
命
令
に
分
類
・
整
理
の
手
が
加
え
ら
れ
、「
事
項
別
に
分
類
さ
れ

た
詔
令
集
」
と
し
て
の
「
令
典
」
が
早
く
も
登
場
し
た
と
す
る（

（1
（

。
一
方
、
陶
安
あ

ん
ど
氏
は
、
漢
代
に
お
け
る
律
典
・
令
典
の
存
在
に
疑
義
を
呈
し（

（1
（

、
廣
瀨
薰
雄
氏



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

六

第
二
節
　
秦
律
令
の
編
纂
と
準
用

　

秦
律
令
の
保
管
時
に
編
集
の
手
が
入
っ
た
か
否
か
を
調
べ
る
さ
い
、
ま
ず
㊟
目

す
べ
き
は
嶽
麓
肆
で
あ
る
。
既
述
の
ご
と
く
、
嶽
麓

の
圖
版
本
の
肆
卷
・
伍

卷
・
陸
卷
・
柒
卷
に
は
秦
の
律
令
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
嶽
麓
肆
と
は

「
嶽
麓
＋
肆
卷
」
の
意
で
あ
る
。
な
お
引
用
文
中
の
「
■
」
や
「
●
」
は
原

に

み
え
る
記
號
で
、【　

】
は
文
脉
・
內
容
か
ら
文
字
を
補
っ
た
こ
と
、（　

）
は
直

歬
の
文
字
を
讀
み
替
え
た
こ
と
、〈　

〉
は
直
歬
の
誤
字
を
訂
正
し
た
こ
と
を
さ

す
。

■
內
史
郡
二
千
石
官
共
令　

第
甲
（
第
三
〇
七

）

本

以
外
に
、「
內
史
郡
二
千
石
官
共
令
」
の
「
第
乙
」（
第
三
二
八

）、「
第
丙
」

（
第
三
四
〇

）、「
第
丁
」（
第
三
三
三

）・「
第
戊
」（
第
三
一
二

）「
第
己
」（
第

三
二
〇

）・「
第
庚
」（
第
三
二
七

）
の
例
も
あ
る
。「
共
令
」
の
意
味
に
關
し
て

は
論
爭
が
あ
り
、
凢
國
棟
氏
は
「
多
く
の
官
署
に
㊜
用
さ
れ
て
と
も
に
從
う
令
」

と
し
、
そ
れ
と
「
挈
令
＝
一
つ
の
官
署
・
一
つ
の
地
區
等
の
み
で
㊜
用
さ
れ
る
特

令
」
と
を
區
別
す
る（

（2
（

。
廣
瀨
氏
も
歬
揭
令
を
「
內
史
と
郡
二
千
石
官
が
共
通
し
て

用
い
る
令
」
の
意
と
す
る
。
一
方
、
陳
松
長
氏
や
南
玉
泉
氏
は
嶽
麓

に
「
內
史

官
共
令
」「
⻝
官
共
令
」「
給
共
令
」
と
あ
り
、
複
數
の
官
名
を
冠
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、「
共
」
を
「
供
」（
提
供
の
意
）
に
讀
み
替
え
、
官
署
が
專
門
に
用
い
る

べ
き
令
を
さ
す
と
す
る（

（2
（

。「
共
令
」
直
上
に
官
名
の
省
略
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
な
お
兩
說
の
是
非
を
論
ず
る
の
は
困
難
と
思
え
る
が
、
と
も
か
く
歬
揭

は
內
史
・
郡
二
千
石
官
に
關
わ
る
令
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
㊟
目
す
べ
き
が
次
の
嶽
麓
肆
で
あ
る
。
こ
れ
は
歬
揭

と
同

じ
「
共
令
」
で
、「
廷（

（3
（

」
に
も
關
係
す
る
。

■
廷
內
史
郡
二
千
石
官
共
令 

●
第
己
□ 

●
今
辛
（
第
三
五
三

）

論
も
出
さ
れ
て
い
る
が（

（2
（

、
秦
代
に
律
と
令
が
あ
り
、
秦
令
が
單
行
法
令
を
起
點
と

す
る
點
は
通
說
化
し
て
い
る
。
ま
た
「
戰
國
秦
の
令
＝
統
一
秦
以
後
の
詔
」
で
あ

る
點
や
、「
令
」
の
な
か
に
「
律
」
が
含
ま
れ
う
る
點
も
㊒
力
視
さ
れ
て
い
る
。

　

す
る
と
、
こ
こ
で
改
め
て
問
題
と
な
る
の
が
、
秦
律
・
秦
令
に
地
域
差
が
あ
っ

た
か
否
か
で
あ
る
。
も
し
秦
律
・
秦
令
が
單
行
法
令
よ
り
な
る
な
ら
ば
、
單
行
法

令
は
個
々
の
具
體
的
事
案
に
關
し
て
發
布
さ
れ
る
も
の
ゆ
え
、
そ
の
內
容
に
は
地

域
差
が
あ
っ
て
不
思
議
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
從
來
そ
の
點
は
あ
ま
り
は
っ
き
り

と
は
問
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
秦
律
に
關
し
て
、
た
と

え
ば
工
藤
氏
は
「
秦
律
十
八
種
」
を
故
秦
に
も
占
領
地
に
も
ひ
と
し
く
㊜
用
さ
れ

る
べ
き
も
の
だ
っ
た
と
す
る（

（2
（

。
一
方
、
江
村
治
樹
氏
は
「
秦
律
十
八
種
」
を
縣
・

都
官
內
部
の
關
連
條
文
と
し
、
各
律
の
成
立
に
は
先
後
關
係
（「
六
律
」
に
類
似
し

な
い
箇
所
は
商
鞅
以
歬
の
古
法
に
基
づ
く
）
が
あ
り
、
秦
律
は
元
來
秦
の
內
史
地
域

（
關
中
）
を
對
象
と
し
、
の
ち
に
他
郡
で
も
準
用
さ
れ
た
と
す
る（

（2
（

。
兩
說
の
對
立

は
い
ま
も
續
く（

（2
（

。
だ
が
兩
說
は
、
秦
律
の
背
後
に
一
元
的
法
支
配
の
理
念
が
あ
っ

た
と
み
て
い
る
點
で
は
同
樣
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
か
り
に
秦
律
・
秦
令
に
地
域
性
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
ど
う
か
。
な
る

ほ
ど
、
秦
が
內
史
地
域
か
ら
擴
大
し
、
や
が
て
支
配
地
域
を
郡
縣
化
し
た
以
上
、

內
史
關
連
律
令
が
先
行
的
に
作
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
確
實
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
な

ら
ば
、
全
て
の
內
史
關
連
律
令
は
他
郡
關
連
律
令
以
歬
に
制
定
さ
れ
、
他
郡
關
連

律
令
は
全
て
內
史
關
連
律
令
の
單
な
る
摸
倣
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
。
要
す
る

に
秦
律
令
に
關
し
て
は
、
そ
の
內
容
に
地
域
差
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
點
が
、

保
管
時
の
秦
令
に
ど
こ
ま
で
編
集
の
手
が
入
っ
た
の
か
と
い
う
點
と
と
も
に
、
な

お
大
き
な
問
題
と
し
て
殘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
史

料
に

し
て
檢
討
し
た
い
。



秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

七

の
令
に
付
與
さ
れ
た
名
稱
で
な
く
、
同
一
の
令
に
對
す
る
別
々
の
呼
稱
た
り
う
る

の
で
、
こ
の
點
で
廣
瀨
說
は
正
し
い
。
た
だ
し
、
歬
揭

で
は
「
共
令
」
の
語
の

あ
と
に
干
支
名
が
續
い
て
お
り
、
つ
ま
り
②
③
の
後
に
①
が
附
記
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
、
同
樣
の
例
は
他
に
も
あ
る
の
で
、
①
を
皇
帝
の
も
と
で
の
分
類
と
す
る
點

は
や
や
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
場
合
の
干
支
名
は
②
③
の
細
目
の
よ
う
に
も

み
え
る
。
現
に
、
嶽
麓
柒
（
遺
漏

1520+C1-4-3

正
）
に
、

■
內
史
二
千
石
官
共
令　

●
凢
七
篇
〼

と
あ
り
、
嶽
麓
伍
（
第
九
九

）
に
、

〼
第
甲
・
戊
・
己
・
庚
四
篇
。

と
あ
り
、「
內
史
二
千
石
官
共
令
」
は
七
篇
よ
り
な
り
、
そ
の
う
ち
四
篇
は
「
甲
・

戊
・
己
・
庚
」
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
る
と
①
②
③
の
關
係
性
に
つ

い
て
は
再
檢
討
の
餘
地
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
こ
こ
で
は
、
①
②
③

が
各
々
別
々
の
基
準
に
基
づ
く
分
類
で
あ
り
、
①
②
③
が
別
々
の
令
に
付
與
さ
れ

た
名
稱
で
な
く
、
同
一
の
令
に
對
す
る
別
々
の
呼
稱
た
り
う
る
點
だ
け
を
確
認
し

て
お
き
た
い（

（3
（

。
こ
れ
よ
り
、
令
名
中
の
十
干
名
や
數
字
が
時
系
列
順
に
竝
ぶ
必
然

性
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
き
れ
い
に
連
動
し
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
既
述
の
通
り
、
現
在
は
、「
令
」
の
文
章
中
に
「
律
」
が
含
ま
れ
、
か

つ
秦
の
天
下
統
一
時
に
「
令
」
は
「
詔
」
に
更
名
さ
れ
た
と
す
る
說
が
㊒
力
だ

が
、
そ
れ
な
ら
ば
統
一
秦
や
漢
の

牘
中
の
「
令
」
と
は
何
か
。
南
玉
雲
氏
や
王

牧
雲
氏
は
嶽
麓

を
引
用
し
つ
つ
、
統
一
秦
の
「
令
」
と
「
詔
」
を
別
物
と
す

る（
（3
（

。
筆
者
も
、
王
氏
の
所
引
史
料
に
加
え
、
た
と
え
ば
嶽
麓
柒
（
第
一
九
六

）

に
「
如
詔
・
律
・
令
」、
嶽
麓
陸
（
第
一
四
九

）
に
「
㊒
它
詔
・
令
」
と
あ
る
た

め
、「
律
」「
令
」「
詔
」
の
三
者
に
は
相
異
點
が
あ
り
、「
令
」
に
は
「
詔
」
の
範

疇
に
含
ま
れ
な
い
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
律
令
の
地
域
性
に
關
し
て
檢
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
各
律
令

■
廷
內
史
郡
二
千
【
石
】
官
共
令　

●
第
庚 

●
今
壬
（
第
三
九
〇

）

問
題
は
、
こ
れ
ら
が
も
と
も
と
「
第
己
」「
第
庚
」
に
屬
し
、
の
ち
に
「
辛
」

「
壬
」
に
再
編
さ
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
し
か
も
「
今
辛
」「
今
壬
」
の
字
體
は
他

と
異
な
る
。
よ
っ
て
陳
松
長
氏
は
近
年
、
秦
令
が
一
定
の
編
纂
を
經
た
の
ち
に
保

管
さ
れ
て
い
た
と
の
說
を
提
唱
し
て
い
る
。
た
し
か
に
次
の
嶽
麓
陸
（
第
六
三

）

も
、
戊
令
が
の
ち
に
庚
令
に
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
す
。

■
廷
內
史
郡
二
千
石
官
共
令　

●
戊　

●
今
庚
。

ま
た
嶽
麓
陸
（
第
二
一
七

）
も
、「
卒
令
乙
八
」
が
「
令
辛
」
で
も
あ
っ
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
。

●
御
史
・
丞
相
・
執
灋
以
下
㊒
發
徵
及
爲
它
事
、
皆
封
其
書
、
毋
以
儌
〈
檄
〉。

不
從
令
貲
一
甲
。
●
卒
令
乙
八　

●
令
辛
（
●
御
史
・
丞
相
・
執
灋
以
下
、
發

徵
及
び
它
事
を
爲
す
こ
と
㊒
ら
ば
、
皆
な
其
の
書
を
封
じ
、
檄
を
以
て
す
る
毋
か
れ
。

令
に
從
わ
ず
ん
ば
貲
一
甲
と
せ
よ
。
●
卒
令
乙
八　

●
令
辛
）。

こ
れ
ら
は
、
秦
令
が
存
在
し
、
一
定
の
編
纂
を
經
て
保
管
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、

統
一
秦
歬
後
の
令
が
い
っ
た
ん
編
纂
さ
れ
た
の
ち
、
再
度
の
編
纂
を
經
る
場
合
が

あ
り
、
令
名
中
の
十
干
・
數
字
が
時
系
列
順
に
竝
ぶ
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
し
め

す
。
こ
れ
は
次
の
點
か
ら
も
窺
え
る
。

　

す
な
わ
ち
、
令
名
中
の
十
干
・
數
字
に
關
し
て
は
從
來
さ
ま
ざ
ま
な
說
が
あ
っ

た
。
と
く
に
廣
瀨
氏
は
秦
令
を
、
①
干
支
令
、
②
挈
令
、
③
事
項
別
令
に
大
別
し
、

①
は
「
皇
帝
の
も
と
で
（
例
え
ば
尙
書
の
よ
う
な
皇
帝
の
私
的
機
關
に
お
い
て
）
保
管

さ
れ
て
い
た
詔
書
集
」、
②
は
各
官
署
が
執
務
用
に
保
管
し
て
い
る
詔
書
の
う
ち
、

よ
く
使
用
す
る
も
の
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
だ
と
す
る
。
ま
た
各
官
署
は
複
數
の
部

署
よ
り
な
り
、
部
署
單
位
で
保
持
し
た
の
が
③
だ
と
し
、
ゆ
え
に
同
一
の
令
が
②

③
を

ね
る
場
合
も
あ
っ
た
と
す
る
。
た
し
か
に
「
廷
內
史
郡
二
千
石
官
共
令
」

と
「
第
己
」
と
が
同
一

上
に
倂
記
さ
れ
た
歬
揭
例
を
み
る
と
、
①
②
③
は
別
々
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八

令
は
戰
國
末
に
も
次
々
と
追
加
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
既
存
の
律
の
文
字
も
㊜
宜
更
改
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
「
秦
律
十
八
種
」
置

吏
律
（
第
二
二
四
～
二
二
五

）
に
は
、

縣
・
都
官
・
十
二
郡
免
・
除
吏
及
佐
・
羣
官
屬
、
以
十
二
⺼

日
免
・
除
、

盡
三
⺼
而
止
之
。
其
㊒
死
・
亡
及
故
㊒
夬
（
缺
）
者
、
爲
補
之
、
毋
須
時
。

置
吏
律
（
縣
・
都
官
・
十
二
郡
、
吏
及
び
佐
・
羣
官
屬
を
免
・
除
す
る
や
、
十
二
⺼

日
を
以
て
免
・
除
し
、
三
⺼
を
盡
し
て
之
を
止
め
よ
。
其も

し
死
・
亡
す
る
、
及
び

故も

と
缺
㊒
る
者
㊒
ら
ば
、
爲た

め

に
之
を
補
し
、
時
を
須ま

つ
毋
か
れ
。
置
吏
律
）。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
戰
國
秦
の
統
治
郡
數
が
「
十
二
」
だ
っ
た
時
朞
の
律
で
、
秦

王
政
五
年
以
歬
、
昭
襄
王
晚
朞
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
莊
襄
王
朞
（
少
な
く
と
も
始
皇

帝

位
歬
）
と
す
る
說
が
あ
り
、「
十
二
」
を
實
數
と
せ
ず
、
秦
の
聖
數
と
す
る
說

も
あ
る（

（3
（

。
一
方
、
嶽
麓
肆
（
第
二
二
〇
～
二
二
一

）
に
は
ほ
ぼ
同
文
が
み
え
、「
十

二
郡
」
を
「
郡
」
に
作
る
。
こ
の
更
改
は
、
秦
の
天
下
統
一
に
伴
い
、
當
該
律
が

諸
郡
に
對
す
る
總
則
に
變
化
し
た
こ
と
を
し
め
す
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
秦
で
は
ま
ず
內
史
地
域
向
け
の
律
令
が
作
ら
れ
は
じ
め
、
の

ち
に
他
地
域
に
關
す
る
律
令
も
作
ら
れ
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
歬

者
完
成
後
に
後
者
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
一
律
に
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
歬

者
も
後
者
も
終
わ
り
な
き
作
業
で
、
戰
國
末
に
は
內
史
地
域
・
他
地
域
を
問
わ
ず
、

律
令
の
追
加
・
更
改
が
續
け
ら
れ
た
。
ま
た
令
は
單
行
法
令
と
し
て
出
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
た
ん
に
時
代
順
に
干
支
名
・
番
號
が
付
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
保
管
さ
れ
續
け

た
わ
け
で
は
な
い
。
令
に
は
干
支
名
・
部
局
名
・
事
項
名
の
名
稱
や
番
號
が
附
さ

れ
、
そ
れ
ら
は
別
々
の
基
準
に
基
づ
く
分
類
で
、
別
々
の
令
に
付
與
さ
れ
た
名
稱

で
な
く
、
同
一
の
令
に
對
す
る
別
々
の
呼
稱
た
り
え
た
。
一
部
は
甲
乙
丙
等
に
分

類
さ
れ
、
ひ
と
た
び
甲
と
さ
れ
た
令
も
、
の
ち
に
乙
や
丙
に
再
編
さ
れ
る
場
合
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
秦
律
令
は
絕
え
ず
變
化
を
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ

の
制
定
時
朞
に
先
後
の
別
が
あ
り
、
內
史
關
連
律
令
が
先
行
す
る
事
例
が
あ
る
こ

と
は
、
嶽
麓
伍
（
第
一
八
八
～
一
八
九

）
よ
り
確
認
で
き
る
。

●
十
三
年
三
⺼
辛
丑
以
來
、
取
（
娶
）
婦
・
嫁
女
、
必
參
辨
劵
。
不
劵
而
訟
、

乃
勿
聽
、
如
廷
律
。
歬
此
令
不
劵
訟
者
、
治
之
如
內
史
律
。
●
謹
布
令
、
令

黔
首
朙
智
（
知
）。
●
廷
卒
□
（
●
十
三
年
三
⺼
辛
丑
以
來
、
婦
を
娶め

と

る
・
女む

す
め

を

嫁か

す
に
は
、
必
ず
參さ

ん

辨べ
ん

劵け
ん

せ
よ
。
劵
せ
ず
し
て
訟
せ
ば
、
乃
ち
聽
く
勿
く
、
廷
律
の

如
く
せ
よ
。
此
の
令
よ
り
歬
に
劵
せ
ず
し
て
訟
す
る
者
は
、
之
を
治
す
る
こ
と
內
史

律
の
如
く
せ
よ
。
●
謹
み
て
令
を
布
き
、
黔
首
を
し
て
朙
知
せ
し
め
よ
。
●
廷
卒
□
）。

こ
れ
は
秦
王
政
一
三
年
三
⺼
に
實
施
さ
れ
た
令
で
、
結
婚
時
に
雙
方
の
家
と
官
府

の
三
者
が
「
參
辨
劵
」
を
分
割
保
㊒
し
、
そ
れ
な
く
ば
官
府
は
關
連
訴
訟
を
受
理

し
な
い
意
で
あ
る
。
當
該
令
の
名
稱
は
「
廷
卒
□
」
で
、
文
中
に
「
如
廷
律
」

と
あ
り
、「
廷
律
」
が
先
行
し
て
存
在
し
た
。
問
題
は
、
當
該
令
の
制
定
（
秦
王

政
一
三
年
三
⺼
）
以
歬
に
「
參
辨
劵
」
な
き
夫
婦
が
訴
訟
を
起
こ
し
た
場
合
、「
內

史
律
」
に
準
據
し
て
處
理
す
べ
き
旨
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

律
令
の
作
成
順
序
と
し
て
、
ま
ず
「
內
史
律
」「
廷
律
」
が
あ
り
、
の
ち
に
「
廷

卒
□
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
す
。

　

な
お
嶽
麓
柒
所
見
の
「
內
史
」
は
全
て
「
郡
」
と
竝
列
關
係
に
あ
る
の
で
、
官

名
で
な
く
行
政
區
畫
を
さ
す
。
た
と
え
ば
嶽
麓
柒
（
第
三
三

）
に
「
內
史
及
郡
」

と
あ
り
、
內
史
と
郡
が
竝
列
關
係
に
あ
る
。
ま
た
後
揭
嶽
麓
柒
（
第
三
一
～
三
二

）
で
は
屬
邦
と
內
史
が
竝
列
關
係
に
あ
る
。
ゆ
え
に
內
史
は
特
定
の
行
政
區
畫

を
さ
す
。

　

で
は
、
內
史
關
連
律
令
は
例
外
な
く
先
行
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
は

限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
嶽
麓
肆
（
第
二
九
七
～
三
〇
〇

）
は
秦
王
政
二
〇
年
二
⺼

の
內
史
地
域
の
里
に
對
す
る
令
で
、
末
尾
に
「
■
內
史
戶
曹
令　

第
甲
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
歬
揭
嶽
麓
伍
（
第
一
八
八
～
一
八
九

）
よ
り
遲
い
。
つ
ま
り
內
史
關
連
律



秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

九

取
を
防
ご
う
と
し
た
。
だ
が
「
新
地
吏
」
は
、「
新
地
」
出
身
者
に
限
ら
ず
、
故

秦
出
身
の
官
吏
の
罷
免
・
廢
黜
對
象
者
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
彼
ら
は

「
新
地
」
支
配
に
惡
影
響
を
與
え
、
こ
れ
こ
そ
秦
が
短
命
に
終
わ
っ
た
一
因
で
あ

る
、
と
。

　

于
振
波
論
文
は
二
〇
〇
九
年
に
發
表
さ
れ
、
當
時
は
ま
だ
嶽
麓

の
整
理
が
未

了
で
、
于
氏
は
斷
片
的
に
關
連

を
擧
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
い
ち
早
く

「
新
地
吏
」「
新
黔
首
」
の
意
味
に
着
眼
し
た
點
は
銳
い
。
そ
の
後
、「
新
地
」
に

關
し
て
は
、
お
お
む
ね
關
中
（
ほ
ぼ
故
徼
內
）
以
外
の
地
域
（
關
外
）
を
さ
す
と
す

る
說（

（3
（

、
秦
王
政
五
年
以
後
の
編
入
地
と
す
る
說（

（3
（

、
時
朞
に
應
じ
て
「
新
地
」
の
地

理
的
範
圍
は
變
化
し
た
と
す
る
說（

（3
（

、
秦
王
政
一
六
年
～
一
七
年
以
後
の
編
入
地
と

す
る
說（

（3
（

、
秦
王
政

位
後
の
編
入
地
と
す
る
說（

（3
（

、
秦
王
政
一
七
年
（
韓
を
滅
ぼ
し

て
潁
川
郡
を
設
置
し
た
年
）
以
後
の
編
入
地
と
す
る
說
が
提
出
さ
れ（

（4
（

、
現
在
も
な
お

學
說
の
一
致
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
嶽
麓

を
ふ
ま
え
て
關
連

を

今
一
度
檢
證
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
「
新
」
字
が
征
服
直
後
の
地
域
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
點
は
確
實
で
あ
る
。

し
か
も
そ
れ
は
荊
楚
の
地
域
を
ふ
く
み
、
た
と
え
ば
嶽
麓
柒
（
第
一
八
～
二
〇

）

に
「
荊
新
地
」
の
語
が
み
え
る
。
だ
が
「
荊
」
以
外
も
「
新
地
」
に
含
ま
れ
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
遼
東
地
方
を
「
新
地
」
と
よ
ぶ
例
も
あ
る
。
ま
た
嶽
麓
柒
（
第

二
一
一
～
二
一
三

）
に
「
新
地
遠
郡
」
の
語
が
み
え
、「
新
地
」
に
は
遠
郡
と
近

郡
の
區
別
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
嶽
麓

に
は
統
一
秦
歬
後
の
律
令
が
含
ま
れ
、
ゆ
え
に
「
新
地
」
が

統
一
歬
の
語
か
統
一
後
の
語
か
は
一
見
判
然
と
し
な
い
。
そ
こ
で
嶽
麓
伍
（
第
三

〇
～
三
二

）
を
み
る
と

廿
（
二
十
）
六
年
正
⺼
丙
申
以
來
、
新
地
爲
官
未
盈
六
歲
、
節
（

）
㊒
反

盜
、
若
㊒
敬
（
警
）、
其
吏
自
佐
史
以
上
、
去
徭
使
私
謁
之
、
它
郡
縣
官
事

こ
に
地
域
性
の
生
じ
る
餘
地
が
あ
っ
た
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
つ
ぎ
に
征
服
直
後
の

地
域
に
對
す
る
臨
時
法
の
位
置
づ
け
を
闡
朙
し
た
い
。

第
三
節
　「
新
地
」
に
對
す
る
秦
令

　

睡
虎
地
第
四
號
墓
出
土
秦
牘
等
に
は
か
ね
て
「
新
地
」
の
語
が
み
え
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
嶽
麓

や
里
耶
秦

に
は
「
新
」
字
を
含
む
律
令
が
散
見

し
、
新
規
編
入
地
に
對
す
る
例
外
規
定
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
新
黔
首
」
や

「
新
地
吏
」
と
い
っ
た
語
が
あ
り
、
す
で
に
于
振
波
氏
の
硏
究
が
あ
る（

（3
（

。
そ
の
論

旨
は
以
下
の
通
り
。

　

秦
は
惠
文
王
や
昭
襄
王
の
こ
ろ
、
新
た
に
敵
國
を
侵
⻝
す
る
た
び
、
も
と
の
住

人
を
追
い
出
し
て
土
地
や
城
郭
を
接
收
し
た
。
よ
り
一
般
的
に
は
、
赦
免
し
た
罪

人
や
、
一
般
の
秦
民
を
征
服
地
に
遷
す
方
法
も
採
ら
れ
た
。
人
び
と
は
𣝣
を
代
價

に
集
め
ら
れ
、
も
し
く
は
召
募
さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
謫
發
」（
强
制
徵
發
）
さ
れ
た
。

か
く
し
て
征
服
地
に
は
「
新
地
吏
」「
新
黔
首
」
が
い
た
。「
新
地
吏
」
は
「
秦
が

新
占
領
地
區
で
任
命
し
た
官
吏
」
で
、
そ
の
私
的
隨
從
者
に
「
舍
人
」
が
お
り
、

し
ば
し
ば
職
務
を
代
行
し
た
。
ま
た
「
新
黔
首
」
は
「
新
た
に
秦
に
倂
合
さ
れ
た

地
域
の
居
住
民
」
で
あ
っ
た
。「
新
地
吏
」
の
「
新
黔
首
」
に
對
す
る
不
法
な
經

濟
的
收
奪
は
と
く
に
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
縣
令
・
縣
丞
は
、
屬
官
が
「
新
黔
首
」

を
罵
倒
・
毆
打
し
な
い
よ
う
監
督
す
る
責
任
が
あ
っ
た
。
ま
た
一
年
閒
の
う
ち
三

ヶ
⺼
以
上
病
缺
し
た
「
吏
」
は
「
免
」（
罷
免
）
さ
れ
、
回
復
後
に
「
新
地
吏
」

と
さ
れ
、
も
し
く
は
邊
戍
と
さ
れ
、
そ
こ
で
ミ
ス
を
犯
し
て
「
廢
黜
」
さ
れ
た
者

は
、「
新
地
吏
」
と
し
て
處
罰
さ
れ
た
。

　

こ
れ
よ
り
于
氏
は
こ
う
結
論
づ
け
る
。『
史
記
』
卷
七
項
羽
本
紀
に
よ
れ
ば
、

楚
漢
戰
爭
直
歬
に
も
秦
民
と
舊
六
國
民
の
閒
に
は
確
執
が
あ
り
、
歬
者
の
後
者
に

對
す
る
差
別
が
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
秦
は
「
新
地
吏
」
の
「
新
黔
首
」
に
對
す
る
搾
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一
〇

見
犯
此
令
者
、
及
雖
弗
見
、
或
吿
之
、
而
弗
捕
・
吿
者
、
以
縱
辠
人
、
論

之
。
●
廿
（
二
十
）
一
（
●
新
地
吏
及
び
其
の
舍
人
、
敢
え
て
新
黔
首
よ
り
錢
財
・

酒
肉
・
它
物
を
受
け
、
及
び
新
黔
首
よ
り
賣
買
假
賃
貣
す
る
㊒
り
て
故

こ
と
さ
ら

に
其
の
價

を
貴
・
賤
せ
ば
、
皆
な
其
の
受
く
る
所
及
び
故

こ
と
さ
ら

に
貴
・
賤
を
爲
す
の
贓
・
假
賃
費
・

息
に
坐
し
、
盜
と
同
灋
と
せ
よ
。
其も

し
新
黔
首
の
奴
婢
・
畜
產
及
び
它
物
を
貰

買
し
て
三
⺼
以
上
を
盈
た
す
も
錢
を
豫あ

た

え
ざ
る
者
は
、
貰
買
す
る
所
の
錢
數
に
坐
し
、

亦
た
盜
と
同
灋
と
せ
よ
。
書
を
學
ぶ
の
吏
、
年
す
る
所
未
だ
十
五
歲
を
盈
た
さ
ざ
る

者
は
舍
人
と
爲
さ
ず
。
能
く
犯
令
者
を
捕
う
る
㊒
り
て
城
旦
辠
一
人
な
ら
ば
、
購
金

四
兩
と
せ
よ
。
耐
辠
一
人
を
捕
ら
え
ば
、
購
金
一
兩
と
せ
よ
。
新
黔
首
、
已
に
遺
り

て
之
を
豫あ

た

え
、
而
る
に
能
く
捕
う
、
若
し
く
は
之
を
吿
げ
ば
、
辠
す
る
勿
く
、
又
た
令

を
以
て
之
を
購あ

が
なえ

。
故

こ
と
さ
ら

に
黔
首
、
此
の
令
を
犯
す
者
を
見
、
及
び
見
ず
と
雖
も
、

或
い
は
之
を
吿
し
、
而
し
て
捕
・
吿
せ
ざ
る
者
、
以
て
辠
人
を
縱ゆ

る

せ
ば
、
之
を
論
ぜ

よ
。
●
二
十
一
）。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
新
地
吏
及
其
舍
人
」
が
「
新
黔
首
」
か
ら
「
錢
財
酒
肉
它

物
」
を
受
け
と
っ
た
と
き
や
、
賣
買
・
賃
貸
等
の
取
引
を
通
じ
て
不
法
行
爲
を
し

た
と
き
に
、
竊
盜
罪
相
當
と
す
る
「
令
」
で
あ
る
。
文
末
に
「
廿
一
」
と
あ
り
、

何
ら
か
の
「
令
」
の
第
二
一
條
に
相
當
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
文
中
の
字
に
㊟
目
す

る
と
、「
假
」
意
の
「
叚
」
字
、「
貸
」
意
の
「
貣
」
字
が
み
え
る
。
別
稿
で
論
じ

た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
統
一
秦
以
歬
の
用
字
傾
向
で
あ
る（

（4
（

。
さ
ら
に
「
法
」
を
意

味
す
る
「
灋
」
字
、「
罪
」
を
意
味
す
る
「
辠
」
字
が
登
場
し
、
こ
れ
ら
も
統
一

秦
以
歬
の
用
字
傾
向
で
あ
る（

（4
（

。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
や
は
り
別
稿
で
論
じ
た
ご

と
く
、「
賣
」
字
の
登
場
は
統
一
秦
朞
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
少
な
く
と
も
本

條
は
統
一
秦
以
歬
の
條
文
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
、
統
一
秦
朞
に
も
繼
續
的
に
用

い
ら
れ
、
し
か
し
現
場
の
地
方
官
吏
が
そ
れ
を
轉
寫
す
る
さ
い
に
部
分
的
に
用
字

を
誤
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
「
新
地
」
の
語
も
統
一
後
に
な
お
使

已
行
、
皆
以
彼
（
被
）
陳
（
陣
）
去
敵
律
論
之
。
吏
遣
許
者
、
與
同
辠
。
以

反
盜
・
敬
（
警
）
事
故
繇
使
、
不
用
此
令
。
●
十
八
（
二
十
六
年
正
⺼
丙
申
以

來
、
新
地
に
官
と
爲
り
て
未
だ
六
歲
を
盈
た
ず
、

も

し
反
盜
㊒
る
、
若
し
く
は
警
㊒

り
、
其
の
吏
の
佐
史
よ
り
以
上
、
徭
使
を
去
り
て
私

わ
た
く
し

に
之
を
謁つ

げ
、
它
の
郡
縣
の

官
事
、
行
な
う
を
已や

め
ば
、
皆
な
被
陣
去
敵
律
を
以
て
之
を
論
ぜ
よ
。
吏
の
遣
り
て

許
す
者
は
、
與
同
辠
と
せ
よ
。
反
盜
・
警
事
の
故
を
以
て
繇
使
す
る
は
、
此
の
令
を

用
い
ず
。
●
十
八
）。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
秦
王
政
二
六
年
正
⺼
以
來
、「
新
地
」
で
官
吏
と
な
っ

て
六
年
閒
未
滿
の
者
（
と
く
に
佐
史
以
上
）
は
、「
反
盜
」
や
「
㊒
敬
（
警
）」
と
い

っ
た
緊
急
事
態
の
發
生
時
に
眼
歬
の
仕
事
か
ら
離
れ
た
な
ら
ば
、「
彼
（
被
）
陳

（
陣
）
去
敵
律
」
に
よ
っ
て
處
罰
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
新
地
」
が
な
お
「
反
盜
」

や
「
㊒
敬
（
警
）」
の
危
險
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
さ
す
。
こ
こ
で
本
條
を

み
る
と
、
秦
王
政
二
六
年
の
六
年
歬
か
ら
「
新
地
」
で
官
吏
と
な
っ
た
者
を
主
語

と
し
て
お
り
、
ゆ
え
に
本
條
の
「
新
地
」
は
秦
王
政
二
〇
年
以
歬
に
吸
收
合
倂
さ

れ
た
土
地
を
ふ
く
む
こ
と
に
な
る
。
當
時
は
ま
だ
代
・
燕
・
魏
・
楚
・
齊
な
ど
の

國
が
生
き
殘
っ
て
い
る
狀
態
で
、「
新
地
」
は
楚
等
か
ら
部
分
的
に
奪
っ
た
地
域

を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
嶽
麓
伍
（
第
三
九
～
四
四

）
に
は
、

●
新
地
吏
及
其
舍
人
敢
受
新
黔
首
錢
財
・
酒
肉
・
它
物
、
及
㊒
賣
買
叚

（
假
）
賃
貣
於
新
黔
首
而
故
貴
・
賦
〈
賤
〉
其
賈
（
價
）、
皆
坐
其
所
受
及
故

爲
貴
・
賦
〈
賤
〉
之
臧
（
贓
）・
叚
（
假
）
賃
費
・

息
、
與
盜
同
灋
。
其

貰
買
新
黔
首
奴
婢
・
畜
產
及
它
物
盈
三
⺼
以
上
而
弗
豫
錢
者
、
坐
所
貰
賈

〈
買
〉
錢
數
、
亦
與
盜
同
灋
。
學
書
吏
所
年
未
盈
十
五
歲
者
不
爲
舍
人
。
㊒

能
捕
犯
令
者
城
旦
辠
一
人
、
購
金
四
兩
。
捕
耐
辠
一
人
、
購
金
一
兩
。
新

黔
首
已
遺
豫
之
、
而
能
捕
若
吿
之
、
勿
辠
、
㊒
（
又
）
以
令
購
之
。
故
黔
首



秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

一
一

わ
か
る
。
お
そ
ら
く
秦
律
令
に
は
「
新
地
」
に
對
す
る
規
定
が
あ
る
一
方
で
、
特

定
郡
縣
に
對
す
る
規
定
も
あ
り
、
當
時
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
兩
槪
念
は
矛
盾
な

く
竝
存
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
戰
國
末
の
秦
律
令
に
は
「
新
地
」
向
け
や
、
特
定
の
郡
縣

（
新
地
を
含
む
）
向
け
が
あ
っ
た
。
新
舊
が
い
つ
變
更
さ
れ
た
か
は
不
朙
だ
が
、
歬

揭
嶽
麓
伍
（
第
三
〇
～
三
二

）
は
、「
新
地
」
を
擔
當
し
て
六
年
未
滿
の
官
吏
を

主
語
と
す
る
。
す
る
と
新
舊
の
轉
換
點
は
特
定
の
年
（
た
と
え
ば
秦
王
政
○
○
年
）

に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
つ
と
に
一
部
の
先
學
も
推
測
す
る
よ
う
に
、
編
入

直
後
の
地
域
は
「
新
地
」
と
さ
れ
、
一
定
朞
閒
を
經
過
す
る
と
、
非
「
新
地
」
化

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
節
　
戰
國
末
の
秦
の
舊
楚
地
支
配

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
戰
國
末
～
統
一
秦
の
律
令
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
秦
は
必
ず

し
も
一
元
的
法
支
配
を
す
ぐ
に
强
引
に
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
で
は
征
服
地
閒
の
法
的
支
配
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
差
異
が
あ
っ
た
の
か
。

そ
こ
で
㊟
目
さ
れ
る
の
が
嶽
麓
陸
（
第
二
五
二
～
二
五
五

）
で
あ
る
。

中
縣
史
學
童
、
今
茲
會
試
者
凢
八
百
卌
（
四
十
）
一
人
。
其
不
入
史
者

百
一
十
一
人
。
●
臣
聞
「
其
不
入
者
、
泰
抵
惡
爲
吏
、
而
與
其
□
□
徭
事

故
爲
詐
、
不
肎
（
肯
）
入
史
、
以
避
爲
吏
」。
爲
詐
如
此
、
而
毋
罰
、
不
便
。

●
臣
請
「
令
泰
史
遣
以
爲
潦
（
遼
）
東
縣
官
佐
四
歲
、
日
備
免
之
。
日
未
備

而
㊒
䙴
（
遷
）
辠
、
因
處
之
潦
（
遼
）
東
。
其
㊒
耐
辠
、
亦
徙
之
潦
（
遼
）
東
、

而
皆
令
其
父
母
・
妻
子
與
同
居
數
者
從
之
、
以
罰
其
爲
詐
、
便
」。
●
臣
眛

死
請
。
制
曰
「
可
」。
●
廿
（
二
十
）
九
年
四
⺼
甲
戌
到
胡
陽
。
●
史
學
童

詐
不
入
試
令
。・
出
廷
丙
廿
（
二
十
）
七
（
中
縣
の
史
學
の
童
、
今
、
茲こ

こ

に
會
試

す
る
者
は
凢
そ
八
百
四
十
一
人
。
其
の
史
に
入
ら
ざ
る
者
は
百
一
十
一
人
。
●
臣
聞

用
さ
れ
る
表
現
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
新
地
」
は
統
一
の
歬
で
も
後
で
も
使
用
可
能
な
槪
念
で
あ
っ
た
。

で
は
故
秦
以
外
の
地
は
全
て
「
新
地
」
と
さ
れ
た
の
か
。
問
題
は
、
特
定
地
域
に

關
す
る
秦
律
令
の
存
在
で
あ
る
。
た
と
え
ば
嶽
麓
柒
（
第
六
〇

）
に
、

●
南
陽
・
南
郡
㊒
能
得
虎
者
、
一
虎
賜
千
錢
。
●
御
史
移
曰
「
入
皮
・
肉
縣

官
、
其
不
欲
受
錢
、
欲
除
䌛
（
徭
）
戍
、
如
律
令
」（
●
南
陽
・
南
郡
に
能
く
虎

を
得と

ら

う
る
者
㊒
ら
ば
、
一
虎
ご
と
に
千
錢
を
賜
う
。
●
御
史
移お

く

り
て
曰
く
「
皮
・
肉

を
縣
官
に
入
れ
、
其も

し
錢
を
受
く
る
を
欲
せ
ず
、
徭
戍
を
除
く
を
欲
せ
ば
、
律
令
の

如
く
せ
よ
」
と
）。

と
あ
る
。
本
文
歬
半
は
南
陽
郡
と
南
郡
に
對
す
る
秦
令
、
後
半
は
御
史
が
下
し
た

補
足
文
書
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
ま
た
嶽
麓
柒
（
第
六
三

）
に
、

●
自
今
以
來
、
敢
㊒
盜
取
蜀
・
巴
・
洞
庭
犀
牛
者
、
黥
爲
城
旦
舂
。
●
六

（
●
今
よ
り
以
來
、
敢
え
て
盜ひ

そ
か

に
蜀
・
巴
・
洞
庭
の
犀
牛
を
取
る
者
㊒
ら
ば
、
黥
し

て
城
旦
舂
と
爲
せ
。
●
六
）。

と
あ
り
、
こ
れ
は
、
蜀
郡
・
巴
郡
・
洞
庭
郡
で
勝
手
に
犀
牛
を
捕
獲
し
た
者
に
對

す
る
罰
則
で
あ
る
。
南
陽
郡
・
南
郡
・
蜀
郡
・
巴
郡
・
洞
庭
郡
は
故
秦
地
域
外

で
、
蜀
郡
・
巴
郡
は
歬
三
一
〇
年
に
、
南
陽
郡
は
歬
二
七
二
年
に
、
南
郡
は
歬
二

七
八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
秦
に
編
入
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
洞
庭
郡
の
設
置
時
朞
は
不

朙
だ
が
、
里
耶
秦

以
歬
の
史
料
に
み
え
な
い
點
や
、
南
郡
以
南
に
位
置
す
る
點

か
ら
、
歬
二
七
〇
年
代
以
降
に
設
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
の

地
域
は
歬
二
七
〇
年
以
歬
に
「
新
地
」
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
歬
揭
條
文
で
個
別
の
郡
名
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
當
時
す
で
に
こ
れ
ら
の

地
域
が
「
新
地
」
で
な
く
な
っ
て
い
た
か
、
個
々
の
郡
縣
と
「
新
地
」
と
が
別
次

元
の
槪
念
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
實
際
に
嶽
麓
柒
（
第
一
一
四

）
に
は
「
巴

蜀
」
へ
の
「
遷
輸
」
と
「
當
戍
新
地
」
と
が
兩
方
み
え
、
兩
者
は
同
義
で
な
い
と



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
二

く
「
其
の
入
ら
ざ
る
者
は
、
泰た

い

抵て
い

吏
と
爲
る
を
惡に

く

み
、
而
し
て
與
其
□
□
徭
事
故
爲

詐
、
肯
え
て
史
に
入
ら
ず
し
て
、
以
て
吏
と
爲
る
を
避
く
」
と
。
詐
を
爲
す
こ
と
此

の
如
く
、
而
る
に
罰
す
る
こ
と
毋
く
ば
、
不
便
な
り
。
●
臣
請
う
「
泰
史
を
し
て
遣

り
て
以
て
遼
東
縣
の
官
佐
と
爲
さ
し
む
る
こ
と
四
歲
に
し
て
、
日
備
わ
ら
ば
之
を
免

ぜ
よ
。
日
未
だ
備
わ
ら
ず
、
而
し
て
遷
辠
㊒
ら
ば
、
因
り
て
之
を
遼
東
に
處
ら
し
め
よ
。

其
し
耐
辠
㊒
ら
ば
、
亦
た
之
を
遼
東
に
徙
し
、
而
し
て
皆
な
其
の
父
母
・
妻
子
と
同

居
の
數
め
ら
る
る
者
を
し
て
之
に
從
わ
し
め
、
以
て
其
の
詐
を
爲
す
も
の
を
罰
せ
ば
、

便
な
ら
ん
」
と
。
●
臣
、
眛
死
し
て
請
う
。
制
し
て
曰
く
「
可
」
な
り
。
●
二
十
九

年
四
⺼
甲
戌
、
胡
陽
に
到
る
。
●
史
學
童
詐
不
入
試
令
。
●
廷
丙
二
十
七
よ
り
出
づ
）。

本
文
は
、「
中
縣
」（
後
述
）
の
史
學
童
の
う
ち
、「
會
試
」
受
驗
者
に
關
す
る
も

の
で
あ
る
。
受
驗
者
八
四
一
名
の
う
ち
、
不
合
格
者
は
一
一
一
名
だ
が
、
不
合
格

者
は
じ
つ
は
意
圖
的
に
「
吏
」
と
な
る
の
を
忌
避
し
た
者
で
、
本
來
處
罰
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
を
四
年
任
朞
の
「
潦
東
縣
官
佐
」
と
し
、
任
朞
滿
了
以
歬

に
罪
を
犯
せ
ば
、
相
應
の
罰
則
を
與
え
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
皇
帝
の
裁
可
を

受
け
て
い
る
。
文
中
の
「
潦
東
縣
」
は
遼
東
半
島
付
近
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
秦
王

政
二
五
年
に
、
秦
は
遼
東
を
攻
め
て
燕
王
喜
を
捕
ら
え
て
い
る
の
で（

（4
（

、
本
文
は
秦

王
政
二
五
年
以
後
の
も
の
で
、
實
際
に
文
中
で
は
皇
帝
の
命
令
が
「
制
」
と
よ
ば

れ
、「
制
」
は
統
一
以
後
の
用
語
で
あ
る
。
よ
っ
て
文
中
の
「
廿
九
年
四
⺼
」
は

始
皇
二
九
年
（
歬
二
一
八
年
）
四
⺼
を
さ
す
。

　

こ
こ
で
本
文
冐
頭
を
み
る
と
「
中
縣
」
の
語
が
あ
る
。
こ
の
語
は
嶽
麓
肆
（
第

二
四
～
二
五

）
に
も
み
え
る
。

…
…
■
亡
不
仁
（
認
）
邑
里
・
官
、
毋
以
智
（
知
）
何
人
殹
（
也
）、
中
縣
衟

官
詣
咸
陽
、
郡
【
縣
】
衟
詣
其
郡
都
縣
、
皆
毄
（
繫
）
城
旦
舂
。
…
…
（
…
…

■
亡
げ
て
邑
里
・
官
を
認
せ
ず
、
以
て
何
人
な
る
か
を
知
る
毋
く
ば
、
中
縣
衟
官
は

咸
陽
に
詣い

た

し
、
郡
縣
衟
は
其
の
郡
都
縣
に
詣
し
、
皆
な
繫
城
旦
舂
と
せ
よ
。
…
…
）。

こ
れ
は
、
あ
る
罪
を
犯
し
た
者
が
捕
ら
え
ら
れ
、
本
籍
地
や
所
屬
官
署
が
不
朙
の

場
合
、「
中
縣
衟
官
」
が
捕
ら
え
た
者
は
咸
陽
、「
郡
【
縣
】
衟
」
が
捕
ら
え
た
者

は
「
其
郡
都
縣
」
に
送
る
意
で
あ
る
。「
中
縣
衟
官
」
と
「
郡
【
縣
】
衟
」、「
咸

陽
」（
首
都
）
と
「
其
郡
都
縣
」
が
對
比
關
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
中
縣
衟
」
は

咸
陽
一
帶
を
含
む
範
圍
を
さ
す
。
京
大
班
は
本
條
に
付
㊟
し
、｢

二
年
律
令｣

（
第

二
一
三
～
二
一
五

、
第
五
一
五

）
や
、『
漢
書
』
韓
安
國
傳
と
そ
の
顏
師
古
㊟
を

引
用
し
、「
關
中
の
縣
・
衟
の
官
」
と
す
る（

（4
（

。
正
し
い
例
示
で
あ
る
が
、「
關
中
」

の
定
義
は
や
や
不
朙
瞭
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
秦
漢
時
代
の
「
關
中
」
は
、
東
の
函

谷
關
・
南
の
武
關
・
西
の
散
關
・
北
の
蕭
關
に
圍
繞
さ
れ
た
範
圍
と
も（

（4
（

、
巴
蜀
を

含
む
範
圍
と
も
い
わ
れ（

（4
（

、
東
境
以
外
が
い
ま
い
ち
判
然
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
京
大
班
は
唐
・
顏
師
古
㊟
を
擧
げ
る
が
、
秦
代
と
唐
代
の
「
關
中
」
が
完
全

に
一
致
す
る
か
も
不
鮮
朙
で
あ
る
。
し
か
も
京
大
班
所
引
『
漢
書
』
韓
安
國
傳
顏

師
古
㊟
に
、

中
、
關
中
也
。
一
說
謂
京
師
爲
中
。
猶
言
中
國
也
（
中
、
關
中
な
り
。
一
說
に

京
師
を
謂
い
て
中
と
爲
す
。
猶
お
中
國
を
言
う
が
ご
と
き
な
り
）。

と
あ
り
、「
中
＝
關
中
」
說
と
「
中
＝
京
師
」
說
が
倂
記
さ
れ
、「
中
」
は
「
關
中

の
縣
・
衟
の
官
」
で
な
く
、「
京
師
一
帶
の
縣
・
衟
」
に
限
定
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
そ
こ
で
嶽
麓
肆
（
第
九
三

）
を
み
る
と
、

□
□
□
罪
而
與
郡
縣
衟
、
及
吿
子
居
隴
西
縣
衟
及
郡
縣
衟
者
、
皆
毋
得
來
之

中
縣
衟
官
。
犯
律
者
、
皆
…
…
（
…
…
罪
而
與
郡
縣
衟
、
及
び
子
を
吿
し
て
隴
西

縣
衟
及
び
郡
縣
衟
に
居
る
者
は
、
皆
な
之
を
中
縣
衟
官
に
來
た
ら
し
む
る
を
得
る
毋

し
。
律
を
犯
す
者
は
、
皆
な
…
…
）。

と
あ
り
、
隴
西
の
縣
・
衟
や
、
ほ
か
の
郡
・
縣
・
衟
に
住
む
「
吿
子
」
は
「
中
縣

衟
官
」
に
入
れ
な
い
と
あ
り
、「
中
縣
」
は
隴
西
よ
り
東
を
さ
す
。
ま
た
嶽
麓
柒

（
第
一
～
三

）
に
は
、「
中
縣
」
が
陽
平
・
東
海
・
泰
原
・
四
川
・
東
郡
・
叁
川
・



秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

一
三

穎
川
・
江
胡
・
南
陽
・
河
內
・
九
江
、
南
郡
・
上
黨
・
東
故
徼
・
衡
山
と
倂
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
も
嶽
麓
伍
（
第
二
九
六

）
に
は
、

●
令
曰
「
郡
及
中
縣
官
吏
千
石
下
繇
（
徭
）
倳
（
使
）、
㊒
事
它
縣
官
而
行
、

聞
其
父
母
死
、
過
咸
陽
者
、
自
言
□
□
□
〼
（
●
令
に
曰
く
「
郡
及
び
中
縣
の

官
吏
の
千
石
の
徭
使
に
下
さ
れ
、
它
縣
官
に
事つ

か

う
る
こ
と
㊒
り
て
行
き
、
其
の
父
母

の
死
す
る
を
聞
き
、
咸
陽
を
過
ぎ
る
者
は
、
自
言
…
…
」
と
）。

と
あ
り
、「
郡
及
中
縣
官
吏
千
石
」
の
者
が
出
張
中
に
父
母
の
死
を
耳
に
し
、
そ

の
者
が
「
咸
陽
」
を
通
過
し
た
場
合
の
規
定
が
み
え
、「
中
縣
」
と
「
咸
陽
」
は

書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
嶽
麓
柒
（
第
三
一
～
三
二

）
に
、

中
縣
・
它
郡
人
爲
吏
它
郡
者
、【
得
令
所
爲
】
吏
郡
黔
首
爲
除
貲
贖
。
屬
邦

　　
　與
內
史
通
相
爲
除
。
爲
解
𣝣
者
、
獨
【
得
】
除
貲
贖
。
令
七
牒
請
之
。
●

三
（
中
縣
・
它
郡
の
人
に
し
て
它
郡
に
吏
と
爲
る
者
、
吏
と
爲
る
所
の
郡
の
黔
首

を
し
て
爲
に
貲
贖
を
除
せ
し
む
る
を
得
。
屬
邦
、
內
史
と
通
じ
て
相
い
除
く
を
爲
し
、

爲
に
𣝣
を
解
す
る
者
、
獨
り
貲
贖
を
除
く
を
得
。
令
七
牒
も
て
之
を
請
う
。
●
三
）

と
あ
り
、「
中
縣
」「
它
郡
」
に
混
じ
っ
て
「
屬
邦
」「
內
史
」
の
語
が
み
え
る
。

本

は
「
黔
首
」
の
語
を
含
む

册
の
一
部
と
目
さ
れ
る
が
、「
黔
首
」
は
統
一

秦
の
用
語
と
は
限
ら
な
い
の
で（

（4
（

、
本
令
の
年
代
は
特
定
困
難
で
あ
る
。
㊟
目
す
べ

き
は
「
中
縣
」
と
「
內
史
」
と
が
區
別
さ
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。「
內
史
」
は
一

般
に
「
故
秦
」「
關
中
」「
首
都
圈
」
等
と
譯
さ
れ
る
が
、「
中
縣
」
は
そ
れ
と
異

な
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
よ
り
、「
中
縣
」
は
「
隴
西
以
東
・
函
谷
關
以
西
に
位

置
す
る
特
定
の
行
政
區
畫
（
咸
陽
城
を
含
む
）」
と
定
義
で
き
る（

（4
（

。

　

ち
な
み
に
「
新
地
」
の
對
比
的
用
語
に
「
故
徼
」
が
あ
り
、
た
と
え
ば
嶽
麓
柒

（
第
八
五
～
八
六

）
に
「
河
閒
故
徼
一
歲
」
と
あ
り
、
嶽
麓
柒
（
第
八
七

）
に

「
當
爲
新
地
吏
若
戍
故
徼
」
と
あ
る
。「
徼
」
は
一
般
に
國
境
の
意
と
さ
れ
、「
徼

外
蠻
夷
」
の
語
も
知
ら
れ
、
ゆ
え
に
「
故
徼
」
は
「
も
と
の
徼
」
の
意
に
解
せ

る
。
た
だ
し
歬
揭
例
に
よ
れ
ば
、「
故
徼
」
は
邊
境
に
限
ら
ず
、
秦
の
中
央
地
域

に
も
あ
る
。
こ
れ
は
秦
の
版
圖
が
急
速
に
擴
大
し
た
時
代
狀
況
を
反
映
し
て
い
る
。

「
徼
外
蠻
夷
」「
衟
」「
屬
邦
」
の
關
係
は
な
お
判
然
と
し
な
い
が
、
と
も
か
く
こ

れ
よ
り
、「
新
地
」
と
「
中
縣
」
と
「
故
徼
」
も
別
々
の
槪
念
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
統
一
朞
直
歬
に
は
「
故
徼
」
も
政
情
不
安
の
場
所
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
歬
揭
嶽
麓
陸
（
第
二
五
二

）
を
み
る
と
、
そ
れ
は
「
中
縣
」

の
問
題
學
生
を
「
潦
東
縣
」
に
强
制
移
住
さ
せ
る
規
定
で
、
秦
始
皇
二
九
年
四
⺼

に
「
胡
陽
」
に
轉
送
さ
れ
て
い
る
。「
胡
陽
」
は
武
關
以
東
に
位
置
す
る
地
名
で

あ
る（

（4
（

。
す
る
と
秦
始
皇
二
九
年
四
⺼
に
胡
陽
縣
は
、
自
ら
と
は
一
見
無
關
係
の
規

定
を
中
央
か
ら
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
事
實
、
文
末
に
は
「
出
廷
丙
廿
七
」
と

あ
り
、
直
歬
の
文
章
は
本
來
、「
廷
」
に
關
す
る
「
丙
廿
七
」
の
「
令
」
だ
っ
た
。

す
る
と
歬
揭
嶽
麓
陸
（
第
二
五
二

）
は
他
郡
の
規
定
を
自
郡
に
準
用
し
た
例
で

は
な
い
か
。

　

嶽
麓
伍
（
第
五
三
～
五
五

）
も
準
用
の
例
と
思
わ
れ
る
。

●
定
陰
忠
言
。
律
曰
「
顯
大
夫
㊒
辠
當
廢
以
上
勿
擅
斷
、
必
請
之
」。
今
南

郡
司
馬
慶
故
爲
冤
句
令
、
詐
課
。
當
廢
官
、
令
以
故
秩
爲
新
地
吏
四
歲
。
而

勿
廢
、
請
論
慶
。
制
書
曰
「
諸
當
廢
、
而
爲
新
地
吏
勿
癈
（
廢
）
者
、

非

廢
、
已
後
此
等
勿
言
」。
●
廿
（
二
十
）
六
（
●
定
陰
の
忠ち

ゅ
う

言
う
。
律
に
曰
く

「
顯
大
夫
の
辠つ

み

㊒
り
て
廢は

い

に
當
た
る
も
の
以
上
は
、
擅

ほ
し
い
ま
ま

に
斷
ず
る
勿
く
、
必
ず
之

を
請
え
」
と
。
今
、
南
郡
の
司
馬
の
慶
は
故も

と
冤
句
令
爲た

り
て
、
課
を
詐い

つ
わ

る
。
廢
官

に
當
た
る
も
、
令
し
て
故こ

秩ち
つ

を
以
て
新
地
吏
四
歲
と
爲
さ
ん
と
す
。
而
し
て
廢
す
る

勿
け
れ
ば
、
慶
を
論
ず
る
を
請
う
。
制
書
に
曰
う
「
諸
そ
廢
に
當
た
り
、
而
る
に
新

地
吏
と
爲
り
て
廢
す
る
勿
き
者
は
、

ち
廢
に
非
ず
し
て
、
已い

後ご

此
等
は
言
う
勿
か

れ
」
と
。
●
二
十
六
）。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
四

整
理
小
組
に
よ
れ
ば
「
定
陰
」
と
「
冤
句
」
は
他
史
料
に
も
散
見
す
る
縣
名
で
、

「
定
陰
」
は
「
定
陶
」
の
誤
り
か
。
す
る
と
本
令
は
も
と
も
と
長
江
中
流
域
に
無

關
係
で
あ
っ
た
が
、「
定
陰
」
縣
令
か
ら
の
上
言
を
受
け
て
「
制
書
」
が
下
さ
れ
、

そ
れ
が
長
江
中
流
域
に
も
擴
大
㊜
用
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
文
字

更
改
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
が
、「
新
地
」
の
含
意
は
變
化
し
て
お
り
、
す
な
わ

ち
「
定
陰
」
縣
令
の
想
定
す
る
「
新
地
」
と
、
嶽
麓

出
土
地
の
行
政
官
の
想
定

す
る
「
新
地
」
と
は
、
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
嶽
麓
伍
（
第
七
三
～
七
五

）
は
朙
白
に
準
用
の
例
で
あ
る
。

●
泰
山
守
言
「
新
黔
首
不
更
昌
等
夫
妻
盜
、
耐
爲
鬼
薪
・
白
粲
、
子
當
爲
收
、

柀
（
彼
）
㊒
嬰
兒
未
可
事
、
不
能
自
⻝
、
別
傳
輸
之
、
恐
行
死
。
議
令
寄
長

其
父
母
及
親
所
、
勿
庸
別
輸
」。
丞
相
議
「
年
未
盈
八
歲
者
令
寄
長
其
父
母
。

親
所
、
盈
八
歲
輒
輸
之
、
如
令
。
琅
邪
（
琊
）
郡
比
」。
●
十
三
（
●
泰
山
守

言
う
「
新
黔
首
の
不
更
の
昌
等
の
夫
妻
盜
み
、
耐
し
て
鬼
薪
・
白
粲
と
爲
し
、
子
は

當
に
收
と
爲
す
べ
く
も
、
彼
に
嬰
兒
㊒
り
て
未
だ
事つ

か

う
べ
か
ら
ず
、
自
⻝
す
る
能
わ
ず
、

別わ
か

ち
て
之
を
傳
輸
せ
ば
、
恐
ら
く
は
行
き
て
死
せ
ん
。
議
し
て
寄き

し
て
其
の
父
母
及

び
親
の
所
に
長
ぜ
し
め
、
庸
し
て
別
か
ち
て
輸
せ
し
む
る
勿
か
れ
」
と
。
丞
相
議
す

「
年
未
だ
八
歲
に
盈
た
ざ
る
者
は
寄
し
て
其
の
父
母
・
親
の
所
に
長
ぜ
し
め
、
八
歲
を

盈
た
さ
ば
輒
ち
之
を
輸
し
、
令
の
如
く
せ
よ
。
琅
琊
郡
の
比
あ
り
」
と
。
●
十
三
）。

こ
れ
は
、
泰
山
郡
太
守
か
ら
中
央
へ
の
上
言
を
ふ
ま
え
、
丞
相
が
發
議
を
し
、
そ

れ
を
皇
帝
が
認
可
し
、「
十
三
」
に
分
類
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
本
文
に
よ
れ
ば
、

泰
山
郡
の
「
新
黔
首
」
の
夫
婦
が
竊
盜
罪
を
犯
し
、
子
と
一
緖
に
逮
捕
さ
れ
た
。

し
か
し
子
は
幼
く
、
自
ら
⻝
事
を
と
れ
な
い
た
め
、
親
と
分
け
て
護
送
す
れ
ば
衟

中
死
ぬ
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
泰
山
郡
太
守
は
兩
親
と
子
を
一
緖
に
し
た
い
と

上
言
し
た
。
す
る
と
丞
相
は
、
子
が
八
歲
未
滿
な
ら
兩
親
と
一
緖
に
、
八
歲
以
上

な
ら
別
々
に
す
べ
き
だ
と
し
、
そ
れ
は
「
琅
琊
郡
比
」
だ
と
し
た
。「
泰
山
」
は

舊
魯
地
、「
琅
琊
」
は
舊
齊
地
に
位
置
す
る
。「
比
」
は
法
制
史
料
に
散
見
す
る
語

で
、
從
來
一
般
に
は
、「
判
例
」
を
意
味
す
る
名
詞
か
、「
何
も
の
か
に
比
較
し
て

處
斷
す
る
」
意
の
動
詞
と
さ
れ
て
き
た（

（5
（

。
嶽
麓

に
は
「
它
㊒
等
比
」
の
語
が
散

見
し
、
歐
揚
氏
や
徐
世
虹
氏
は
「
他
の
官
署
が
同
樣
の
情
況
に
直
面
し
た
と
き
に
、

こ
れ
に
照
ら
し
て
處
置
す
べ
き
だ
」
と
譯
す（

（5
（

。
沈
子
淵
氏
は
こ
の
譯
を
妥
當
と
し

つ
つ
も
、
先
學
が
「
比
」
を
秦
の
「
廷
行
事
」
や
漢
の
「
決
事
比
」
と
混
同
し
て

い
る
點
を
批
判
し
、「
律
令
」「
行
事
」「
比
」
を
別
々
の
法
律
形
式
と
す
る
。
そ

し
て
「
最
高
統
治
者
」
が
某
判
例
（
例
）
を
別
裁
判
に
援
用
す
る
こ
と
を
認
め
る

と
、
そ
の
時
點
で
「
例
」
は
「
比
」
と
な
り
、
法
的
拘
束
力
を
も
っ
た
と
す
る（

（5
（

。

沈
說
は
諸
㊮
料
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
說
得
力
が
あ
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
統
一
秦
で
は
、
舊
齊
地
向
け
の
規
定
が
舊
魯
地
に
準
用
さ
れ

る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
規
定
は
故
秦
向
け
の
律
令
を
起
點

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ゆ
え
に
そ
れ
は
非
內
史
向
け
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
後

に
內
史
向
け
の
律
令
に
更
改
が
加
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

そ
し
て
そ
の
文
章
が
嶽
麓

に
含
ま
れ
、
嶽
麓

が
長
江
中
流
域
で
出
土
し
た
か

も
し
れ
な
い
以
上
、
そ
の
規
定
は
舊
楚
地
に
も
援
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

に
な
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
戰
國
末
朞
の
秦
の
征
服
地
に
對
す
る
法
支
配
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。

長
江
中
流
域
で
は
秦
律
令
と
鄕
俗
と
の
對
立
が
先
銳
化
し
て
い
た
が
、
秦
律
令
に

は
柔
軟
性
が
殘
っ
て
い
た
。
も
と
よ
り
秦
で
は
、
故
秦
に
對
す
る
律
令
制
定
が
開

始
さ
れ
、
の
ち
に
他
地
域
向
け
の
律
令
作
成
も
開
始
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
い
が
、
兩

者
の
文
の
追
加
・
更
改
は
そ
の
後
も
持
續
し
、
歬
者
を
後
者
に
準
用
す
る
と
い
う

單
純
か
つ
一
方
的
な
過
程
を
と
り
續
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
秦
は
、



秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

一
五

實
定
法
を
優
先
す
る
所
謂
法
實
證
主
義
的
立
場
に
た
ち
、
法
の
執
行
を
各
地
方
官

吏
の
裁
量
に
全
面
的
に
委
ね
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
中
央
政
府
は
某
地
域
の

判
例
を
ふ
ま
え
て
個
別
に
法
改
正
を
行
な
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
別
地
域

に
も
準
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
法
治
の
柔
軟
性
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
法
治
の
起
點
に
は
、
單
行
法
令
た
る
「
令
」
の
存
在
が
あ
っ
た
。

「
令
」
は
、
た
ん
に
時
代
順
に
無
編
集
の
ま
ま
保
管
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

「
令
」
は
官
署
名
、
事
項
名
、
十
干
名
別
に
分
類
・
保
管
さ
れ
、
番
號
も
付
さ
れ

た
が
、
同
一
の
令
に
官
署
名
と
十
干
名
と
番
號
が
附
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た

甲
に
分
類
さ
れ
た
令
が
の
ち
に
乙
や
丙
に
再
編
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、
分
類

方
法
は
多
元
的
で
、
そ
の
十
干
名
や
番
號
は
必
ず
し
も
時
系
列
順
に
な
っ
て
い
る

と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
集
積
さ
れ
た
秦
の
「
令
」
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
唐

律
や
唐
令
の
ご
と
き
「
法
典
」
と
同
列
視
す
べ
き
性
質
を
㊒
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
だ
が
、
そ
こ
に
何
ら
の
編
集
の
痕
跡
も
見
出
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も

ま
た
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　

か
か
る
秦
律
・
秦
令
に
は
、
單
行
法
令
と
し
て
の
性
格
上
、「
新
地
」
向
け
や

特
定
郡
縣
向
け
の
も
の
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
一
般
的
な
秦
律
令
と
區
別
さ
れ
て

い
た
。
編
入
直
後
の
地
域
は
ま
ず
「
新
地
」
と
よ
ば
れ
、
一
定
朞
閒
を
經
過
す
る

と
、
そ
う
で
は
な
く
な
る
。
つ
ま
り
秦
は
、
一
元
的
法
支
配
を
す
ぐ
さ
ま
强
引
に

全
被
支
配
地
に
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
秦
は
、
舊

魯
地
向
け
の
規
定
を
㊜
宜
舊
楚
地
に
も
及
ぼ
す
と
い
っ
た
形
を
と
り
な
が
ら
、
各

地
の
地
勢
・
習
俗
に
最
大
限
配
慮
し
た
多
元
的
法
支
配
を
試
み
た
。
そ
し
て
必
ず

し
も
特
定
の
年
（
秦
王
政
二
〇
年
）
を
轉
換
點
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
徐
々

に
一
元
的
法
支
配
へ
舵
を
切
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

田
中
畊
太
郞
『
法
家
の
法
實
證
主
義
』（
福
村
書
店
、
一
九
四
七
年
）。

（
２
）　

岸
本
美
緖
・
羽
田
正
・
久
保
文
朙
・
南
川
高
志
『
新
世
界
史
Ｂ
（
改
訂
版
）』（
山

川
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
、
七
〇
～
七
一
頁
）。

（
３
）　

工
藤
元
男
「
睡
虎
地
秦

よ
り
み
た
戰
國
秦
の
法
と
習
俗
」（『
睡
虎
地
秦

よ
り

み
た
秦
代
の
國
家
と
社
會
』
創
文
社
、
一
九
九
八
年
、
三
六
三
～
三
九
五
頁
）。

（
４
）　

工
藤
元
男
「
法
と
習
俗
」（『
占
い
と
中
國
古
代
の
社
會
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
一

年
、
二
三
八
～
二
六
四
頁
）。

（
５
）　U

lrich Lau and Thies Staack, Legal Practice in the Form
ative 

Stages of the Chinese Em
pire: A

n A
nnotated Translation of the 

Exem
plary Q

in Crim
inal Cases from

 the Yuelu A
cadem

y Collection 
(Leiden: Brill, 2016): 11. 

（
６
）　

大
西
克
也
「「
非
發
掘

」
を
扱
う
た
め
に
」（
谷
中
信
一
編
『
中
國
出
土
㊮
料
の

多
角
的
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
三
～
三
三
頁
）。

（
７
）　

陳
松
長
「
嶽
麓

綜
述
」（『
文
物
』
二
〇
〇
九
年
第
三
朞
）。

（
８
）　

朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
『
嶽
麓
書
院
藏
秦

（
壹
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二

〇
一
〇
年
）、
同
『
嶽
麓
書
院
藏
秦

（
貳
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、

同
『
嶽
麓
書
院
藏
秦

（
參
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
同
『
嶽
麓

書
院
藏
秦

（
肆
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
同
『
嶽
麓
書
院
藏
秦

（
伍
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）、
同
『
嶽
麓
書
院
藏
秦

（
陸
）』

（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
同
『
嶽
麓
書
院
藏
秦

（
柒
）』（
上
海
辭
書

出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）。

（
９
）　

淺
井
虎
夫
「
法
經
」（『
支
那
ニ
於
ケ
ル
法
典
編
纂
ノ
沿
革
』
京
都
法
學
會
、
一
九

一
一
年
、
一
一
～
一
五
頁
）。

（
10
）　

中
田
薰
「
支
那
に
お
け
る
律
令
體
系
の
發
逹
に
つ
い
て
」（『
法
制
史
論
集
』
第
四

卷
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
七
四
頁
）。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
六

一
三
一
頁
）
は
、
少
な
く
と
も
秦
に
お
け
る
律
典
の
存
在
を
想
定
し
、
こ
の
點
は
廣

瀨
氏
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
冨
谷
至
『
木

・
竹

の
語
る
中
國
古
代

―
書

記
の
文
化
史

―
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
二
二
一
頁
）
は
秦
漢
時
代
の
律
・

令
を
「
フ
ァ
イ
ル
的
編
纂
物
」
と
し
、
廣
瀨
氏
は
そ
こ
か
ら
「
編
纂
物
」
の
語
を

削
除
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
冨
谷
氏
は
二
〇
一
六
年
の
上
記
論
文
で
、

廣
瀨
氏
の
批
判
を
引
用
せ
ず
に
、
結
果
的
に
廣
瀨
說
に
近
い
解
釋
を
提
示
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
兩
者
の
學
說
史
は
少
々
複
雜
で
あ
る
。

（
23
）　

冨
谷
至
「
中
華
世
界
の
重
層
環
節 

そ
の
第
一
幕
」（『
岩
波
講
座
世
界
歷
史
５ 

中

華
世
界
の
盛
衰
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
、
三
六
頁
）。

（
24
）　

水
閒
大
輔
「（
書
評
）
廣
瀨
薰
雄
『
秦
漢
律
令
硏
究
』」（『
中
國
出
土
㊮
料
硏
究
』

第
一
四
號
、
二
〇
一
〇
年
、
二
七
八
～
二
八
九
頁
）。

（
25
）　

工
藤
元
男
「
內
史
の
再
編
と
內
史
・
治
粟
內
史
の
成
立
」（『
睡
虎
地
秦

よ
り
み

た
秦
代
の
國
家
と
社
會
』
創
文
社
、
一
九
九
八
年
、
二
一
～
五
五
頁
）。

（
26
）　

江
村
治
樹
「
雲
夢
睡
虎
地
出
土
秦
律
の
性
格
」（『
春
秋
戰
國
秦
漢
時
代
出
土
文
字

㊮
料
の
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
七
七
～
七
〇
五
頁
）。
裘
錫
圭
「
嗇

夫
初
探
」（『
裘
錫
圭
學
術
文
集
』
第
五
卷
、
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
四

四
～
一
〇
六
頁
）
も
準
用
說
を
と
る
。

（
27
）　

森
谷
一
樹
「『
二
年
律
令
』
に
み
え
る
內
史
に
つ
い
て
」（『
江
陵
張
家
山
二
四
七

號
出
土
漢
律
令
の
硏
究
』
論
考
篇
、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
七
～
一
三
六

頁
）
は
張
家
山
漢

｢

二
年
律
令｣

に
つ
い
て
檢
討
し
、
改
め
て
準
用
說
を
批
判
す

る
。

（
28
）　

凢
國
棟
「〝
挈
令
〟
新
論
」（『

帛
』
第
五
輯
、
二
〇
一
〇
年
、
四
五
七
～
四
六

六
頁
）。

（
29
）　

陳
松
長
「
嶽
麓
秦

中
的
幾
個
令
名
小
識
」（『
嶽
麓
秦

與
秦
代
法
律
制
度
硏

究
』
經
濟
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
二
五
八
～
二
六
五
頁
）、
南
玉
泉
「
秦
令

的
性
質
及
其
與
律
的
關
係
」（『
秦
律
硏
究
』
武
漢
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
五

（
11
）　

季
勛
「
雲
夢
睡
虎
地
秦

槪
述
」（『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
五
朞
、
一
～
六
頁
）。

（
12
）　

古
賀
登
「
盡
地
力
說
攷

―
戰
國
魏
の
李
悝
の
經
濟
政
策

―
」（『
漢
長
安
城
と

阡
陌
・
縣
鄕
亭
里
制
度
』
雄
山
閣
、
一
九
八
〇
年
、
四
一
一
～
四
三
四
頁
）。

（
13
）　

大
庭
脩
「
雲
夢
出
土
竹
書
秦
律
の
槪
觀
」（『
秦
漢
法
制
史
の
硏
究
』
創
文
社
、
一

九
八
二
年
、
五
九
～
八
四
頁
）、
大
庭
脩
「
律
令
法
體
系
の
變
遷
と
秦
漢
の
法
典
」

（『
秦
漢
法
制
史
の
硏
究
』
創
文
社
、
一
九
八
二
年
、
五
～
一
九
頁
）。

（
14
）　

池
田
雄
一
「
王
室
の
家
法
か
ら
國
家
法
へ

―
雲
夢
睡
虎
地
出
土
の
秦
律

―
」

（『
中
國
古
代
の
律
令
と
社
會
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
一
九
六
～
二
二
九
頁
）。

（
15
）　

池
田
雄
一
「
春
秋
戰
國
時
代
の
罪
刑
法
定
化
」（『
中
國
古
代
の
律
令
と
社
會
』
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
二
九
～
五
〇
頁
）。

（
16
）　

堀
敏
一
「
中
國
の
律
令
制
と
農
奴
支
配
」（『
律
令
制
と
東
ア
ジ
ア
世
界

―
私
の

中
國
史
學
（
二
）

―
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
、
三
～
三
二
頁
）。

（
17
）　

滋
賀
秀
三
「
法
典
編
纂
の
歷
史
」（『
中
國
法
制
史
論
集

―
法
典
と
刑
罰

―
』

創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
五
～
五
五
頁
）。

（
18
）　

宮
宅

「
漢
令
の
起
源
と
そ
の
編
纂
」（『
中
國
史
學
』
第
五
卷
、
一
九
九
五
年
、

一
〇
九
～
一
二
九
頁
）。

（
19
）　

陶
安
あ
ん
ど
「
法
典
編
纂
史
再
考

―
漢
篇
：
再
び
文
獻
㊮
料
を
中
心
に
据
え
て

―
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
五
一
號
、
二
〇
〇
二
年
、
二
六
六
～
二
七
〇

頁
）。

（
20
）　

廣
瀨
薰
雄
「
秦
代
の
令
に
つ
い
て
」（『
秦
漢
律
令
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇

年
、
七
七
～
一
四
〇
頁
）。

（
21
）　

廣
瀨
薰
雄
「
秦
漢
時
代
の
律
の
基
本
的
特
徵
に
つ
い
て
」（『
秦
漢
律
令
硏
究
』
汲

古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
一
四
一
～
一
七
七
頁
）。

（
22
）　

冨
谷
至
「
晉
泰
始
律
令
へ
の
衟
」（『
漢
唐
法
制
史
硏
究
』
創
文
社
、
二
〇
一
六

年
、
一
四
～
一
一
二
頁
）。
本
論
文
の
解
釋
は
廣
瀨
說
に
き
わ
め
て
近
い
。
も
っ
と
も
、

冨
谷
氏
の
同
題
論
文
（『
東
方
學
報
（
京
都
）』
第
七
二
册
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
九
～



秦
律
令
の
地
域
性
と
「
新
地
」
の
統
治

一
七

偉
「
睡
虎
地
秦

〝
十
二
郡
〟
及
相
關
問
題
」（『
秦

牘
整
理
與
硏
究
』
經
濟
科
學

出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
九
三
～
一
一
八
頁
）
が
出
さ
れ
た
。

（
34
）　

于
振
波
「
秦
律
令
中
的
〝
新
黔
首
〟
與
〝
新
地
吏
〟」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
〇

九
年
第
三
朞
、
六
九
～
七
八
頁
）。

（
35
）　

歐
揚
「
嶽
麓
秦

〝
毋
奪
田
時
令
〟
探
析
」（『
湖
南
大
學
學
報
』
二
〇
一
五
年
第

二
九
卷
第
三
朞
、
二
五
～
三
〇
頁
）。

（
36
）　

朱
錦
程
「
秦
對
新
征
服
地
的
特
殊
統
治
政
策

―
以
〝
新
地
吏
〟
的
選
用
爲
例
」

（『
湖
南
師
範
大
學
社
會
科
學
學
報
』
二
〇
一
七
年
第
二
朞
、
一
五
〇
～
一
五
六
頁
）。

（
37
）　

魯
家
亮
「
里
耶
秦

所
見
秦
遷
陵
縣
吏
員
的
構
成
與
來
源
」（『
出
土
文
獻
』
第
一

三
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
八
年
、
二
〇
一
～
二
二
一
頁
）。
張
金
光
『
秦
制
硏
究
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
八
二
九
頁
）
は
睡
虎
地
第
四
號
墓
出
土
秦
牘

所
見
の
「
新
地
」
に
關
し
て
、
つ
と
に
そ
の
地
理
的
範
圍
は
時
代
に
應
じ
て
變
化
し

た
と
の
見
通
し
を
し
め
し
て
い
る
。

（
38
）　

張
夢
晗
「〝
新
地
吏
〟
與
〝
爲
吏
之
衟
〟
―
以
出
土
秦

爲
中
心
的
考
察
」（『
中

國
史
硏
究
』
二
〇
一
七
年
第
三
朞
、
六
一
～
七
〇
頁
）。

（
39
）　

張
韶
光
「
試
論

牘
所
見
秦
對
邊
緣
地
區
的
管
鎋
」（『
史
學
⺼
刊
』
二
〇
二
〇
年

第
八
朞
、
一
三
～
二
四
頁
）。

（
40
）　

陳
光
「

牘
所
見
秦
新
地
統
治
政
策

―
論
秦
朝
驟
亡
的
原
因
」（『
古
代
文

朙
』
第
一
六
卷
第
三
號
、
二
〇
二
二
年
、
六
六
～
七
二
頁
）。

（
41
）　

拙
稿
「
文
字
よ
り
み
た
中
國
古
代
に
お
け
る
貨
幤
經
濟
の
展
開
」（『
中
國
古
代
貨

幤
經
濟
史
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
五
～
一
三
七
頁
）。

（
42
）　

陳
偉
『
秦

牘
校
讀
及
所
見
制
度
考
察
』（
武
漢
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、

一
九
～
二
五
頁
）。

（
43
）　
『
史
記
』
卷
六
秦
始
皇
本
紀
秦
王
政
二
五
年
條
。

（
44
）　

宮
宅

編
『
嶽
麓
書
院
藏

《
秦
律
令
（
壹
）》
譯
註
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
三

年
、
七
〇
頁
）。
本
稿
の
い
う
「
京
大
班
」
は
本
論
文
を
さ
す
。

七
～
一
〇
五
頁
）。

（
30
）　
「
廷
」
は
一
般
に
廷
尉
を
さ
す
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、「
廷
」
字
を
冠
す
る
規
定

の
內
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
必
ず
し
も
廷
尉
の
職
掌
と
直
接
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
。

ゆ
え
に
宮
宅

「
廷
內
史
郡
二
千
石
官
共
令
」（『
嶽
麓
書
院
藏

《
秦
律
令
（
壹
）》

譯
註
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
三
年
、
五
一
五
～
五
二
七
頁
）
は
、「
廷
…
…
共
令
」

が
事
實
上
あ
ら
ゆ
る
令
を
さ
す

稱
と
化
し
て
い
た
と
す
る
。

（
31
）　

張
家
山
第
三
三
六
號
漢

「
功
令
」
は
、

冐
頭
に
「
一
」
か
ら
「
百
二
」
の
數

字
編
號
（
非
時
系
列
順
）
が
附
さ
れ
、

末
尾
に
は
十
干
編
號
も
散
見
し
、
た
と
え

ば
「
十
」

に
「
乙
」、「
十
四
」

に
「
丁
」「
卅
」

に
「
丙
」
の
附
記
が
あ
る
。

こ
れ
は
歬
漢
初
朞
の
例
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
秦
令
理
解
と
矛
盾
し
な
い
。
荊
州
博

物
館
彭
浩
主
編
『
張
家
山
漢
墓
竹

〔
三
三
六
號
墓
〕』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
二
二

年
）
參
照
。
な
お
律
令
の
「
章
」
や
「
篇
」
に
關
し
て
は
、
陳
偉
「
秦
漢
法
律
的
編

纂
」（『
秦

牘
整
理
與
硏
究
』
經
濟
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
九
～
一
三

四
頁
）、
陳
偉
「
秦
漢

牘
所
見
的
律
典
體
系
」（『
中
國
社
會
科
學
』
二
〇
二
一
年

第
一
朞
、
一
〇
四
～
一
二
一
頁
）、
李
婧
偬
「

牘
所
見
秦
漢
法
律
體
系
硏
究
」（『
古

代
文
化
』
第
一
六
卷
第
四
朞
、
二
〇
二
二
年
、
八
九
～
一
〇
三
頁
）
等
が
あ
り
、
別

途
檢
討
を
要
す
る
。

（
32
）　

南
玉
泉
㊟
（
29
）
歬
揭
論
文
、
王
牧
雲
「
從
《
嶽
麓
書
院
藏
秦

（
伍
）》
看
秦

詔
令
關
係
」（『
出
土
文
獻
與
法
律
史
硏
究
』
法
律
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
、
四
五
～

五
〇
頁
）。
嶽
麓

公
開
以
歬
の
硏
究
と
し
て
張
伯
元
「《
二
年
律
令
・
津
關
令
》
與

漢
令
之
關
係
考
」（『
出
土
法
律
文
獻
硏
究
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
五
年
、
五
〇
〜

六
五
頁
）
も
詔
と
令
を
區
別
と
す
る
。

（
33
）　

楯
身
智
志
「
置
吏
律
」（
工
藤
元
男
編
『
睡
虎
地
秦

譯
㊟

―
秦
律
十
八
種
・

效
律
・
秦
律
雜
抄

―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
二
一
七
頁
）
で
諸
說
を
紹
介

し
て
い
る
。
近
年
さ
ら
に
晏
昌
貴
「
睡
虎
地
秦

〝
十
二
郡
〟
及
其
相
關
問
題
」

（『
秦

牘
地
理
硏
究
』
武
漢
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
二
一
～
五
八
頁
）、
陳



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
八

で
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
硏
費
Ｊ
Ｐ
２
１
Ｋ
０
０
９
１
３
に
よ
る
硏
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

（
45
）　
『
史
記
』
卷
七
項
羽
本
紀
「
關
中
」
の
『
史
記
集
解
』「
徐
廣
曰
「
東
函
谷
、
南
武

關
、
西
散
關
、
北
蕭
關
」」。

（
46
）　
『
史
記
』
卷
七
項
羽
本
紀
で
は
、
項
羽
は
政
敵
劉
邦
を
咸
陽
か
ら
追
い
出
し
て
巴

蜀
に
封
建
す
る
さ
い
「
巴
・
蜀
亦
關
中
地
也
」
と
の
べ
て
い
る
。

（
47
）　

王
子
今
『
秦
漢
稱
謂
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
～

三
〇
頁
）。

（
48
）　

歐
揚
㊟
（
35
）
歬
揭
論
文
は
「
中
縣
」
を
「
內
史
所
鎋
縣
衟
」
と
す
る
が
疑
問
。

張
韶
光
㊟
（
39
）
歬
揭
論
文
は
嶽
麓
肆
（
第
五
三
～
五
七

）
に
基
づ
い
て
「
中

縣
」
の
範
圍
を
推
測
す
る
が
、
京
大
班
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
嶽
麓
肆
の
第
五
三

と
第
五
四

は
繫
が
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
。

（
49
）　
『
史
記
』
卷
八
高
祖
本
紀
「
乃
以
宛
守
爲
殷
侯
、
封
陳
恢
千
戶
。
引
兵
西
、
無
不

下
者
。
至
丹
水
、
高
武
侯
鰓
・
襄
侯
王
陵
降
西
陵
。
還
攻
胡
陽
、
遇
番
君
別
將
梅
鋗
、

與
皆
降
析
・
酈
。
…
…
八
⺼
、
沛
公
攻
武
關
入
秦
」。
こ
れ
は
高
祖
劉
邦
が
秦
都
咸

陽
へ
進
擊
し
た
と
き
の
記
事
で
、
劉
邦
は
宛
ま
で
ゆ
き
、
西
陵
・
胡
陽
等
を
陷
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
劉
邦
は
武
關
を
陷
し
て
「
入
秦
」
し
て
い
る
。

（
50
）　

滋
賀
秀
三
「
法
典
編
纂
の
歷
史
」（『
中
國
法
制
史
論
集

―
法
典
と
刑
罰

―
』

創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
三
頁
）。

（
51
）　

歐
揚
「
嶽
麓
秦

所
見
秦
比
行
事
初
探
」（『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
四
輯
、
二
〇

一
五
年
、
七
〇
～
七
一
頁
）、
徐
世
虹
「
決
事
比
・
廷
行
事
・
比
行
事
」（『
出
土
文

獻
與
法
律
史
硏
究
』
第
一
〇
輯
、
二
〇
二
一
年
、
一
二
～
三
一
頁
）。

（
52
）　

沈
子
淵
「
嶽
麓
書
院
藏
秦

所
見
秦
〝
比
〟
淺
說
」（『
荊
楚
學
刊
』
第
二
三
卷
第

一
朞
、
二
〇
二
二
年
、
八
五
～
八
九
頁
）。

［
附
記
］
本
稿
は
、
口
頭
報
吿
「
秦
に
よ
る
楚
地
支
配
と
被
征
服
民
」（
日
本
中
國

學
會
第
七
四
回
大
會
（
二
〇
二
二
年
一
〇
⺼
九
日
、
於
早
稻
田
大
學
））
に
基
づ
く
も
の




